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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の基板に設けられ、第１電極及び前記第１電極と対向すると共に互いに延在方向が
同一の複数のスリットを含む開口部が形成された第２電極を含む電極層と、
　前記第１の基板と、当該第１の基板と対向する第２の基板との間に設けられ、前記開口
部を構成する前記スリットの幅方向において対向する一方の側及び他方の側の近傍領域の
液晶分子が互いに逆方向に回転して配向する液晶層と、
　前記第２の基板に設けられた導電層と、を備え、
　前記第２の基板は、前記導電層として、タッチセンサ機能を構成するための電極である
送信側電極及び受信側電極を有し、
　前記液晶層の液晶の配向の制御の際に、前記第１電極または前記第２電極と、前記送信
側電極または前記受信側電極とが同じ電位になる、表示装置。
【請求項２】
　第１の基板に設けられ、第１電極及び前記第１電極と対向すると共に互いに延在方向が
同一の複数のスリットを含む開口部が形成された第２電極を含む電極層と、
　前記第１の基板と、当該第１の基板と対向する第２の基板との間に設けられ、前記開口
部を構成する前記スリットの幅方向において対向する一方の側及び他方の側の近傍領域の
液晶分子が互いに逆方向に回転して配向する液晶層と、
　前記第２の基板に設けられた導電層と、を備え、
　画面に対応する基板面内方向であって互いに直交する２つの方向を第１の方向及び第２
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の方向とし、前記第１の方向及び前記第２の方向のいずれにも垂直な方向を第３の方向と
した場合、
　画素ごとに、前記開口部は、前記第２の方向に延在する連通開口部と、前記連通開口部
に対して前記第１の方向における一方の側にそれぞれ接続され、かつ、前記第１の方向に
それぞれ延在する複数の第１のスリットと、前記連通開口部に対して前記第１の方向にお
ける他方の側にそれぞれ接続され、かつ、前記第１の方向にそれぞれ延在する複数の第２
のスリットと、を有し、
　前記第１のスリットと前記第２のスリットとが、前記第２の方向で位置をずらして互い
違いに配置され、
　前記第１のスリットの一方の長辺と、前記第２のスリットの一方の長辺とが、前記第１
の方向に延在する直線上に整列している、表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の表示装置であり、
　前記導電層が、前記液晶層の液晶の配向の制御の際に、前記第１電極または前記第２電
極と同じ電位になる、表示装置。
【請求項４】
　請求項１または請求項２に記載の表示装置であり、
　前記第１の基板と前記液晶層との間に設けられ、前記スリットが延在する方向と略平行
方向または略直交方向である第１の配向方向に配向処理がなされた第１の配向膜と、
　前記第２の基板と前記液晶層との間に設けられ、前記第１の配向膜の第１の配向方向と
平行方向である第２の配向方向に配向処理がなされた第２の配向膜と、を備え、
　前記液晶層の初期配向状態では、液晶分子の長軸が、前記第１の配向方向に並び、
　前記第１電極及び第２電極に対する電圧印加時には、前記液晶分子の長軸が、前記スリ
ットを構成する電極の両側辺部において、一方の側辺部を含む近傍領域では液晶分子の回
転方向が右回りで、他方の側辺部を含む近傍領域では液晶分子の回転方向が左回りで、基
板面内方向で回転するように配向する、表示装置。
【請求項５】
　請求項１または請求項２に記載の表示装置であり、
　前記第１電極は、共通電極であり、
　前記第２電極は、前記第１電極よりも前記液晶層に近い側に配置された画素電極であり
、
　前記導電層は、前記液晶層の液晶の配向の制御の際に、前記第１電極と同じ電位になる
、表示装置。
【請求項６】
　請求項１または請求項２に記載の表示装置であり、
　前記第１電極は、画素電極であり、
　前記第２電極は、前記第１電極よりも前記液晶層に近い側に配置された共通電極であり
、
　前記導電層は、前記液晶層の液晶の配向の制御の際に、前記第２電極と同じ電位になる
、表示装置。
【請求項７】
　請求項２に記載の表示装置であり、
　前記第２の基板は、前記導電層として、タッチセンサ機能を構成するための電極である
送信側電極及び受信側電極を有し、
　前記液晶層の液晶の配向の制御の際に、前記第１電極または前記第２電極と、前記送信
側電極または前記受信側電極とが同じ電位になる、表示装置。
【請求項８】
　請求項２に記載の表示装置であり、
　前記第２の基板は、前記導電層として、タッチセンサ機能を構成するための電極である
送信側電極及び受信側電極のうちの一方の電極を有し、
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　前記第１の基板は、前記送信側電極及び受信側電極のうちの他方の電極を有し、
　前記液晶層の液晶の配向の制御の際に、前記第１電極または前記第２電極と、前記送信
側電極及び受信側電極のうちの一方の電極とが同じ電位になる、表示装置。
【請求項９】
　請求項２に記載の表示装置であり、
　前記導電層は、静電保護層である、表示装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至請求項９のいずれか一項に記載の表示装置であり、
　前記電極層に対して接続される第１の駆動回路部と、
　前記導電層に対して接続される第２の駆動回路部と、を有し、
　画像表示の際の画素書き込み期間に、前記第１の駆動回路部から前記第２電極または第
１電極の一方に対して第１の電圧を印加すると共に、前記第２の駆動回路部から前記導電
層に対して前記第１の電圧を印加する、表示装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至請求項９のいずれか一項に記載の表示装置であり、
　前記第１の基板または前記第２の基板に対して接続される駆動回路部を有し、
　前記第１の基板の端部まで延在する前記第１電極または前記第２電極の第１の端部と、
前記第２の基板の端部まで延在する前記導電層の第２の端部とが、導電性材料により接続
され、前記駆動回路部から前記第１の端部または前記第２の端部に対して第１の電圧を印
加する、表示装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項９のいずれか一項に記載の表示装置であり、
　前記第１の基板または前記第２の基板に対して接続される駆動回路部と、
　前記第１の基板と前記第２の基板とを接続し前記液晶層の液晶を封止する封止部と、を
有し、
　前記封止部自体の内部または当該封止部よりも内側の位置において、前記第１電極また
は前記第２電極の第１の端部と、前記導電層の第２の端部とが、導電性材料により接続さ
れ、前記駆動回路部から前記第１の端部または前記第２の端部に対して第１の電圧を印加
する、表示装置。
【請求項１３】
　請求項１に記載の表示装置であり、
　画面に対応する基板面内方向であって互いに直交する２つの方向を第１の方向及び第２
の方向とし、前記第１の方向及び前記第２の方向のいずれにも垂直な方向を第３の方向と
した場合、
　画素ごとに、前記開口部は、前記第２の方向に延在する連通開口部と、前記連通開口部
に対して前記第１の方向における一方の側にそれぞれ接続され、かつ、前記第１の方向に
それぞれ延在する複数のスリットと、を有する、表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及び電子機器の技術に関する。特に、横電界モードの液晶表示装置
などに関する。
【背景技術】
【０００２】
　各種の電子機器などに搭載される液晶表示装置において、液晶層に電界を印加するモー
ドとして、横電界モードと縦電界モードとが用いられている。また、横電界モードとして
、ＩＰＳ（In-Plane-Switching）モードまたはＦＦＳ（Fringe Field Switching）モード
などが知られている。この横電界モードは、縦電界モードに比べ、視野角が広い点、及び
、開口率が高い点で、有利である。なお、本明細書において、開口率とは、１画素領域の
うち表示に有効な領域の面積率とする。
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【０００３】
　特開２００８－５２１６１号公報（特許文献１）には、ＦＦＳモードの液晶表示装置に
関する技術が記載されている。特許文献１では、液晶表示装置の構成を複雑にすることな
く、開口率を高くすることができ、明るい表示を実現することができる、ＦＦＳモードの
液晶表示装置に関する技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－５２１６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述のＦＦＳモードなどの横電界モードの液晶表示装置では、応答速度
が低いという課題がある。ここでいう応答速度とは、ある画素に含まれる上電極と下電極
との間に電圧を印加した時に、その画素における液晶の透過率がある値から異なる値へ遷
移する速度である。具体的には、応答速度は、例えば透過率が０であるオフ状態から、例
えば透過率が１であるオン状態への遷移に要する時間、または、その逆の遷移に要する時
間で規定される。
【０００６】
　以上を鑑み、本発明の主な目的は、視野角を広くし、開口率を高めることに加え、従来
のＦＦＳモードなどの横電界モードの液晶表示装置などに比べて、応答速度を高め、表示
品質などを向上させることができる表示装置などを提供することである。特に、本発明の
主な目的は、液晶層の液晶の配向安定性を高め、透過率を向上させることができる表示装
置などを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のうち代表的な形態は、表示装置及び電子機器などであって、以下に示す構成を
有することを特徴とする。
【０００８】
　（１）　本形態の表示装置は、第１の基板に設けられ、第１電極及び前記第１電極と対
向すると共に互いに延在方向が同一の複数のスリットを含む開口部が形成された第２電極
を含む電極層と、前記第１の基板と、当該第１の基板と対向する第２の基板との間に設け
られ、前記開口部の幅方向において対向する一方の側及び他方の側の近傍領域の液晶分子
が互いに逆方向に回転して配向する液晶層と、前記第２の基板に設けられた導電層と、を
備える。
【０００９】
　また、前記導電層が、前記液晶層の液晶の配向の制御の際に、前記第１電極または前記
第２電極と同じ電位になる。
【００１０】
　（２）　また特に、本表示装置は、前記第１の基板と前記液晶層との間に設けられ、前
記スリットが延在する方向と略平行方向または略直交方向である第１の配向方向に配向処
理がなされた第１の配向膜と、前記第２の基板と前記液晶層との間に設けられ、前記第１
の配向膜の第１の配向方向と平行方向である第２の配向方向に配向処理がなされた第２の
配向膜と、を備え、前記液晶層の初期配向状態では、液晶分子の長軸が、前記第１の配向
方向に並び、前記第１電極及び第２電極に対する電圧印加時には、前記液晶分子の長軸が
、前記スリットを構成する電極の両側辺部において、一方の側辺部を含む近傍領域では液
晶分子の回転方向が右回りで、他方の側辺部を含む近傍領域では液晶分子の回転方向が左
回りで、基板面内方向で回転するように配向する。
【００１１】
　（３）　また特に、前記第２電極は画素電極であり、前記第１電極は共通電極であり、
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前記液晶層の液晶の配向の制御の際に、前記第１電極と前記導電層とが同じ電位になる。
【００１２】
　（４）　また特に、前記第２電極は共通電極であり、前記第１電極は画素電極であり、
前記液晶層の液晶の配向の制御の際に、前記第２電極と前記導電層とが同じ電位になる。
【００１３】
　（５）　例えば、前記導電層は、遮光膜である。あるいは、前記導電層は、静電保護層
である。あるいは、前記導電層は、透明電極である。
【００１４】
　（６）　また特に、本表示装置において、前記第２の基板は、前記導電層として、タッ
チセンサ機能を構成するための電極である送信側電極及び受信側電極を有し、前記液晶層
の液晶の配向の制御の際に、前記第１電極または前記第２電極と、前記送信側電極または
前記受信側電極とが同じ電位になる。
【００１５】
　（７）　また特に、本表示装置において、前記第２の基板は、前記導電層として、タッ
チセンサ機能を構成するための電極である送信側電極及び受信側電極のうちの一方の電極
を有し、前記第１の基板は、前記送信側電極及び受信側電極のうちの他方の電極を有し、
前記液晶層の液晶の配向の制御の際に、前記第１電極または前記第２電極と、前記送信側
電極及び受信側電極のうちの一方の電極とが同じ電位になる。
【００１６】
　（８）　特に、本表示装置は、画素を構成するための第１電極線に接続される第１のド
ライバと、画素を構成するための第２電極線に接続される第２のドライバと、前記第２電
極及び前記第１電極に接続される第３のドライバと、前記第１～第３のドライバを制御す
るコントローラと、を備える。
【００１７】
　（９）　特に、本表示装置は、前記第１～第３のドライバと、前記送信側電極及び前記
受信側電極に接続される第４のドライバと、前記第１～第４のドライバを制御するコント
ローラと、を備える。
【００１８】
　（１０）　特に、本電子機器は、前記表示装置に対する表示制御処理を行う制御部と、
前記表示装置に与える表示データを記憶する記憶部と、を有する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明のうち代表的な形態によれば、視野角を広くし、開口率を高めることに加え、従
来のＦＦＳモードなどの横電界モードの液晶表示装置などに比べて、応答速度を高め、表
示品質などを向上させることができる。すなわち、本発明のうち代表的な形態によれば、
高速横電界モードの液晶表示装置などを提供できる。言い換えれば、本発明のうち代表的
な形態によれば、画素表示の際の応答速度を高め、明るさ、すなわち透過率、あるいは、
液晶の配向安定性などを向上させることができ、表示品質などを向上させることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施の形態１の表示装置及び電子機器のブロック構成を示す図である。
【図２】実施の形態１の表示装置の液晶パネルの断面の概略構造を示す図である。
【図３】実施の形態１の第１変形例の表示装置の液晶パネルの断面の概略構造を示す図で
ある。
【図４】実施の形態１の第２変形例の表示装置の液晶パネルの断面の概略構造を示す図で
ある。
【図５】実施の形態１の第３変形例の表示装置の液晶パネルの断面の概略構造を示す図で
ある。
【図６】実施の形態１の表示装置の第１の実装構成例を示す図である。
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【図７】実施の形態１の表示装置の第２の実装構成例を示す図である。
【図８】実施の形態１等での上電極及び下電極の構成例をまとめて示す図である。
【図９】（Ａ）及び（Ｂ）は、構成Ａの場合の上電極及び開口部の構成例を示す図である
。
【図１０】（Ａ）及び（Ｂ）は、構成Ｂの場合の上電極及び開口部の構成例を示す図であ
る。
【図１１Ａ】構成Ａかつ構成αの場合での画素の平面構成例を示す図である。
【図１１Ｂ】構成Ａかつ構成βの場合での画素の平面構成例を示す図である。
【図１１Ｃ】構成Ｂかつ構成αの場合での画素の平面構成例を示す図である。
【図１１Ｄ】構成Ｂかつ構成βの場合での画素の平面構成例を示す図である。
【図１２】上電極、下電極及び導電層に関するＸ，Ｙ，Ｚ空間での重なり等の配置パター
ンを示す図である。
【図１３】実施の形態１における画素の平面構成例を示す図である。
【図１４】図１３の一部を拡大した、液晶配向性などを説明するための図であり、（ａ）
は電圧オフ時を示し、（ｂ）は電圧オン時を示す。
【図１５】図１３のＡ１－Ａ２断面で液晶配向性などを説明するための図であり、（ａ）
は電圧オフ時を示し、（ｂ）は電圧オン時を示す。
【図１６】静電容量型で相互容量方式のタッチセンサの原理の説明図である。
【図１７】実施の形態２の表示装置及び電子機器のブロック構成を示す図である。
【図１８】実施の形態２等でのタッチセンサの第１の構成例を示す図である。
【図１９】実施の形態２等でのタッチセンサの第２の構成例を示す図である。
【図２０】実施の形態２の表示装置であるタッチセンサ付き液晶表示装置の液晶タッチパ
ネルの断面の概略構造を示す図である。
【図２１】実施の形態２の第１変形例の表示装置であるタッチセンサ付き液晶表示装置の
液晶タッチパネルの断面の概略構造を示す図である。
【図２２】実施の形態２等でのドライバ側からの駆動制御例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお実施の形態を説明す
るための全図において、同一部には原則として同一符号を付し、その繰り返しの説明は省
略する。また図面では、特徴をわかりやすく示すため、断面ハッチングは適宜省略し、主
要な構成要素を強調して示し、寸法比率などは実際とは異なる場合がある。説明上、画面
に対応する基板面内方向であって互いに直交する２つの方向をＸ及びＹ方向とし、基板面
に垂直な方向、すなわちＸ及びＹ方向のいずれにも垂直な方向をＺ方向とする。
【００２２】
　＜実施の形態１＞
　実施の形態１では、本願発明者が見出した技術を、画面にカラー動画像を表示可能な液
晶表示装置及びそれを搭載する電子機器に適用した場合について説明する。
【００２３】
　［電子機器及び液晶表示装置］
　図１は、実施の形態１の表示装置である液晶表示装置１００、及びそれを搭載した電子
機器２００のブロック構成を示す。本電子機器２００は、液晶表示装置１００、制御部２
０１、記憶部２０２、入力部２０３、出力部２０４、及び表示インタフェース部２０５、
等を含む。図１における表示Ｉ/Ｆ部は、表示インタフェース部の略称である。
【００２４】
　制御部２０１は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Mem
ory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）、及びそれらの上で動作するプログラム等で構
成される。例えばＣＰＵは、ＲＯＭからＲＡＭへロードしたプログラムに従う演算処理に
より、電子機器２００の制御処理、例えば表示制御処理を行う。記憶部２０２は、一次メ
モリ、二次メモリ、及びそれらに格納される映像データなどのデータ情報などで構成され
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る。言い換えれば、記憶部２０２は、液晶表示装置１００に与える表示データを記憶する
。入力部２０３は、ボタン等の入力装置及びそのインタフェース処理部で構成される。出
力部２０４は、表示装置以外の出力装置及びそのインタフェース処理部で構成される。表
示インタフェース部２０５は、液晶表示装置１００に接続されており、そのインタフェー
ス処理を行う。電子機器２００は、その他図示しない通信インタフェース部や電源部など
を有する。
【００２５】
　液晶表示装置１００は、液晶パネル１と、主駆動制御を行うコントローラとしてのＬＣ
Ｄ（Liquid Crystal Display）ドライバ１０１を有する。また、液晶表示装置１００は、
液晶パネル１の各電極線の駆動回路であるドライバとしてのゲートドライバ１１１、デー
タドライバ１１２及び上下電極ドライバ１１３を有する。ゲートドライバ１１１、データ
ドライバ１１２及び上下電極ドライバ１１３の各ドライバは、例えば、液晶パネル１に接
続される、ＩＣチップを搭載したフレキシブルプリント回路基板による実装、すなわちＣ
ＯＰ（Chip On Film）、または、液晶パネル１の額縁部のガラス基板上に形成される回路
による実装、すなわちＣＯＧ（Chip On Glass）などで実現される。なお、各ドライバは
、適宜統合されるか、または、分離されてもよい。なお、図示上、液晶パネル１と各ドラ
イバとが分離されているが、液晶パネル１内にドライバが実装されてもよい。
【００２６】
　電子機器２００の制御部２０１には、例えば制御部２０１の外部から映像信号が入力さ
れる。または、制御部２０１の内部では、映像信号が生成される。映像信号と、制御指示
情報としての制御信号とは、制御部２０１から表示インタフェース部２０５を介してＬＣ
Ｄドライバ１０１へ与えられる。ＬＣＤドライバ１０１は、ゲートドライバ１１１、デー
タドライバ１１２及び上下電極ドライバ１１３の各ドライバへ、映像信号、及び、タイミ
ング信号などの制御信号を与えて制御する。ゲートドライバ１１１は、ＬＣＤドライバ１
０１の制御に従い、液晶パネル１のゲート線４１群に走査信号を与える。データドライバ
１１２は、ＬＣＤドライバ１０１の制御に従い、液晶パネル１のデータ線４２群に画素値
に応じたデータ信号を与える。上下電極ドライバ１１３は、ＬＣＤドライバ１０１の制御
に従い、液晶パネル１の上電極３１及び下電極３２（後述する図２参照）に対して、対応
する電圧信号、すなわち画素電極ＰＩＸ（後述する図２参照）に対する画素電圧、及び、
共通電極ＣＯＭ（後述する図２参照）に対する共通電圧を与える。これにより、画素ごと
の透過率が制御される。
【００２７】
　電子機器２００の例としては、テレビジョン装置、すなわち液晶テレビジョン装置、パ
ーソナルコンピュータ用ディスプレイ、デジタルカメラ、ビデオカメラ、ノート型パーソ
ナルコンピュータ、スマートフォンなどの携帯電話機、タブレットなどの携帯端末、及び
、カーナビゲーションのディスプレイ等、各種の電子機器が挙げられる。電子機器２００
が例えば液晶テレビジョン装置やパーソナルコンピュータ用ディスプレイである場合、液
晶表示装置１００に前面のフィルターガラス等が加えられ、液晶表示装置１００及びフィ
ルターガラス等が筐体で保持される。電子機器２００が例えばデジタルカメラまたはビデ
オカメラである場合、ファインダ等の表示部が液晶表示装置１００で構成される。電子機
器２００が例えばノート型パーソナルコンピュータである場合、画面部が液晶表示装置１
００で構成される。電子機器２００が例えば携帯電話機である場合、画面部が液晶表示装
置１００で構成される。
【００２８】
　［実施の形態１の液晶パネル］
　図２は、実施の形態１の表示装置の液晶パネル１のＹ－Ｚ断面の概略構造を示す。なお
、本実施の形態１の液晶パネル１は、特に液晶パネル１Ａと呼ぶこととする。本実施の形
態１の液晶パネル１Ａでは、アレイ基板１０側のガラス基板１１上の共通電極ＣＯＭであ
る下電極３２と、対向基板２０側のガラス基板２１上の導電層６０とが、同じ電位になる
。すなわち本実施の形態１の液晶パネル１Ａでは、画像表示時、つまり画素の液晶の配向
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を制御する際、液晶パネル１Ａに接続される図示しないドライバ側から、互いに異なるＺ
方向の位置にそれぞれ配置された２種類の層である下電極３２及び導電層６０に対して、
同じ電圧Ｖ０が印加される。言い換えれば、導電層６０の電位は、液晶層の液晶の配向が
制御される際に、下電極３２の電位と等しい。これにより、Ｚ方向から視たときに、すな
わちＸ－Ｙ平面視において、導電層６０付近を含む領域で、液晶の配向安定性が高くなる
効果が得られる（後述する図２１参照）。言い換えれば、Ｘ－Ｙ平面視において、導電層
６０が形成された領域、及び、導電層６０付近の領域で、液晶の配向が安定する効果が得
られる。すなわち、画像表示の際に応答性が良好で表示品質が高くなる等の効果が得られ
る。
【００２９】
　本実施の形態１では、上電極３１が画素電極ＰＩＸであり、下電極３２が共通電極ＣＯ
Ｍである（後述する図８の構成Ａ参照）。また、開口部５０の形状を各種の形状とするこ
とが可能であるが、例えば開口部５０の形状を互い違いの両側櫛歯形状とすることが可能
である（後述する図８の構成α参照）。導電層６０のＺ方向の位置、及び、Ｘ－Ｙ平面の
形状は任意であり、導電層６０の機能に応じた位置及び形状とすることができる。
【００３０】
　本表示装置は、液晶パネル１Ａを含み、本液晶パネル１Ａは、第１の基板であるアレイ
基板１０と、第２の基板である対向基板２０と、それらの間に挟持されて封止された液晶
層３０とを有する。なお、図２では、概要の構成が図示されており、絶縁膜、配向膜、偏
光板、バックライト、その他の公知要素については、図示が省略されている。符号ＰＡは
、表示エリアを示す。Ｖ０は、互いに異なるＺ方向の位置に配置された下電極３２及び導
電層６０に対して印加される電圧を示す。
【００３１】
　アレイ基板１０は、視線に対する背面側の構造及びガラス基板１１を含む基板構造体で
ある。言い換えれば、アレイ基板１０は、ガラス基板１１を含み、背面側の構造物を有す
る基板構造体である。ガラス基板１１に対してＺ方向における一方の側、すなわちガラス
基板１１上に、下電極３２、誘電体膜３３及び上電極３１が積層される。ガラス基板１１
上には、ゲート線及びＴＦＴ部なども設けられているが、詳細は後述する。上電極３１と
下電極３２とが、誘電体膜３３を介して平行に対向して層状に形成される。上電極３１と
下電極３２とを含む電極層において、Ｚ方向から視たときに上電極３１と下電極３２とが
互いに重なる部分と、Ｚ方向から視たときに上電極３１と下電極３２とが互いに重ならな
い部分とがある。Ｘ－Ｙ平面視におけるこの形状により、スリットＳを含む開口部５０（
後述する図８参照）が形成される。開口部５０が形成され、上電極３１及び下電極３２を
含む電極層上で、液晶層３０の液晶の配向を基板面内方向であるＸ及びＹ方向で制御する
ためのフリンジ電界が発生する。言い換えれば、開口部５０の付近において、液晶層３０
の液晶の配向を制御するためのフリンジ電界が発生する。したがって、液晶パネル１Ａは
、横電界モードの液晶表示装置である。
【００３２】
　本実施の形態１では、上電極３１及び下電極３２のうち、上電極３１が画素電極ＰＩＸ
であり、下電極３２が共通電極ＣＯＭである。上電極３１及び下電極３２を含む電極層に
は、後述する図１１Ａ等に示すように、高速横電界モードに対応した、横方向、すなわち
Ｘ方向に延在するスリットＳを持つ開口部５０が形成されている。上電極３１及び下電極
３２の構成例については、各種の構成例とすることが可能であり、後述する図８でまとめ
ている。
【００３３】
　対向基板２０は、前面側の構造及びガラス基板２１を含む基板構造体である。言い換え
れば、対向基板２０は、ガラス基板２１を含み、視線に対する前面側の構造物を有する基
板構造体である。対向基板２０において、Ｚ方向の任意の位置、例えばガラス基板２１上
の内面側または外面側に、導電層６０が設けられている。なお、内面側とは、ガラス基板
２１に対してＺ方向における両側のうち液晶層３０に近い側を指し、外面側とは、ガラス
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基板２１に対してＺ方向における両側のうち液晶層３０から遠い側を指す。図２では、内
面側に導電層６０が設けられた場合を示す。導電層６０は、導電性を持つ電極などの層で
ある。対向基板２０における導電層６０のＺ方向の位置は、特に限定されない。また、下
電極３２と導電層６０との間のＺ方向の距離についても、特に限定されない。また、対向
基板２０における導電層６０のＸ及びＹ方向の位置及び形状は、特に限定されない。
【００３４】
　共通電極ＣＯＭである下電極３２は、複数の画素を含む領域、例えば画面全面にベタ層
として形成されている。また、下電極３２は、共通電圧が印加されることにより、画素に
拠らず等しい電位になるように制御される。なお、下電極３２は、画面全面にわたってベ
タ層として形成されていなくてもよく、複数の画素ごとにそれぞれが配置されるように、
複数の下電極３２が形成されていてもよい。このような複数の下電極３２が形成される場
合には、それらの複数の下電極３２の各々が、互いに共通電極線で接続される。画素電極
ＰＩＸである上電極３１は、画素ごとに形成されている。上電極３１の形状は、矩形形状
である。また、上電極３１は、画素ごとに異なる電位になるように制御される。上電極３
１及び下電極３２は、ＩＴＯ（Indium-Tin-Oxide）などの可視光に対する透過性及び導電
性を有する材料で構成された透明電極である。
【００３５】
　液晶層３０の液晶は、アレイ基板１０と対向基板２０との間に、配向膜としての第１及
び第２の配向膜を介して封止されている。液晶パネル１の額縁部などで封止材によりアレ
イ基板１０と対向基板２０との間が接続され、アレイ基板１０と対向基板２０との間に液
晶が封止される。アレイ基板１０側の上電極３１及び下電極３２を含む電極層と、液晶層
３０との間に、第１の配向膜が設けられ、液晶層３０と対向基板２０との間に第２の配向
膜が設けられている。第１及び第２の配向膜に対して、スリットＳを含む開口部の構造に
対応した、アンチパラレル配向による液晶の配向処理、特にラビング処理が施されること
により、上電極３１及び下電極３２との間に電位差が与えられないときの液晶層３０の液
晶の配向状態、すなわち初期配向状態が、所定の配向状態となり、本液晶駆動の方式であ
る高速横電界モードが実現される。
【００３６】
　画像表示時、ドライバ側から上電極３１及び下電極３２に対して電圧が印加されること
により、誘電体膜３３を介した上電極３１と下電極３２との間に、画素の透過率の変調に
応じた所定の電位差が与えられる。当該電位差により、開口部５０の付近においてフリン
ジ電界が発生し、発生したフリンジ電界により、液晶分子が主に基板面内方向であるＸ及
びＹ方向で回転するように、液晶の配向を制御する。言い換えれば、フリンジ電界により
、液晶分子が基板面内で回転するように、液晶の配向を制御する。
【００３７】
　アレイ基板１０の背面側、すなわち下側、及び、対向基板２０の前面側、すなわち上側
には、それぞれ下側の偏光板及び上側の偏光板が配置されており、当該下側の偏光板及び
上側の偏光板により透過光の偏光状態が制御される。上側の偏光板の透過軸と、下側の偏
光板の透過軸とは互いに直交しており、下側の偏光板の透過軸及び上側の偏光板の透過軸
のうち一方は、液晶の配向方向と平行である。アレイ基板１０の背面側には、バックライ
ト等が配置されており、図示しないバックライト制御用のドライバにより、液晶の配向状
態の制御に合わせて、バックライトの照明の状態などが制御される。バックライトからの
出射光をもとに液晶パネル１で画素状態に応じて透過及び偏光が制御されることで、前面
側の画面に画像が形成される。言い換えれば、各画素において、バックライトからの出射
光の透過率、及び、透過光の偏光状態が制御されることで、画面に画像が表示される。
【００３８】
　上記のように、互いに異なるＺ方向の位置にそれぞれ配置された下電極３２と導電層６
０とを同じ電位にすることで、それらの層の間の空間における液晶の配向状態を安定化さ
せることができる。本実施の形態１では、下電極３２を共通電極ＣＯＭとして、下電極３
２と導電層６０とが同じ電位になるように制御される。これにより、例えば上電極３１を
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共通電極ＣＯＭとする、後述の実施の形態１の第１変形例、に比べて、液晶の配向安定性
の効果が高くなる。
【００３９】
　なお、下電極３２と導電層６０とが同じ電位になるように制御する場合は、全体の時間
の間同じ電位に維持しなければならないということはなく、全体の時間に対してある程度
以上の時間の間同じ電位に維持することで相応の効果が得られる。また下電極３２と導電
層６０とが同じ電位になるように制御する場合は、例えば電圧Ｖ０など、完全に同じ電位
に維持しなくてもよく、ある程度の近い電位の範囲内に維持することで、相応の効果が得
られる。
【００４０】
　［実施の形態１の第１変形例の液晶パネル］
　図３は、実施の形態１の第１変形例の表示装置の液晶パネル１のＹ－Ｚ断面の概略構造
を示す。なお、本実施の形態１の第１変形例の液晶パネル１は、特に液晶パネル１Ｂと呼
ぶこととする。本実施の形態１の第１変形例の液晶パネル１Ｂでは、アレイ基板１０側の
ガラス基板１１上の共通電極ＣＯＭである上電極３１と、対向基板２０側のガラス基板２
１上の導電層６０とが、同じ電位になる。本実施の形態１の第１変形例では、上電極３１
が共通電極ＣＯＭであり、下電極３２が画素電極ＰＩＸである（後述する図８の構成Ｂ参
照）。また、開口部５０の形状は各種の形状とすることが可能であるが、例えば片側櫛歯
形状とすることが可能である（後述する図８の構成β参照）。
【００４１】
　本実施の形態１の第１変形例でも、実施の形態１と同様に、Ｘ－Ｙ平面視において、導
電層６０付近を含む領域で、液晶の配向安定性が高くなる効果が得られる。言い換えれば
、Ｘ－Ｙ平面視において、導電層６０が形成された領域、及び、導電層６０付近の領域で
、液晶の配向が安定する効果が得られる。なお、実施の形態１と実施の形態１の第１変形
例とを比較すると、それぞれ２つの層が同じ電位になるように制御した場合、前述のよう
に実施の形態１の方が配向安定性の効果が高い。
【００４２】
　なお、以下では、実施の形態１と同様に、下電極３２が共通電極ＣＯＭであり、同じ電
位になる２種類の層の一方が下電極３２である形態を示すが、実施の形態１の第１変形例
と同様に、上電極３１が共通電極ＣＯＭであり、同じ電位になる２種類の層の一方が上電
極３１である形態も可能である。
【００４３】
　［実施の形態１の第２変形例の液晶パネル］
　図４は、実施の形態１の第２変形例の表示装置の液晶パネル１のＹ－Ｚ断面の概略構造
を示す。なお、本実施の形態１の第２変形例の液晶パネル１は、特に液晶パネル１Ｃと呼
ぶこととする。本実施の形態１の第２変形例の液晶パネル１Ｃは、実施の形態１の液晶パ
ネル１Ａにおいて、導電層６０を遮光膜２２としたものである。そして、本実施の形態１
の第２変形例の液晶パネル１Ｃでは、アレイ基板１０側の共通電極ＣＯＭである下電極３
２と、対向基板２０側の遮光膜２２とが、同じ電位になる。
【００４４】
　対向基板２０において、遮光膜２２及びカラーフィルタ２３の層が設けられている。対
向基板２０における遮光膜２２のＺ方向の位置は任意であるが、図４の構成例では、ガラ
ス基板２１上の内面側に形成される。カラーフィルタ２３は、画素配列に応じて配置され
る（後述する図１１Ａ等参照）。
【００４５】
　遮光膜２２は、遮光性、すなわち光吸収性または低透過性を持つ材料、例えばＣｒ等の
金属、あるいは低抵抗炭素入り樹脂などで構成される。なお、遮光膜を、黒膜ともいう。
遮光膜２２の主な役割は画素間のクロストークを低減するための遮光であるが、遮光膜２
２が上記Ｃｒ等の材料で構成される場合、遮光膜２２は、導電性を持つ層となり、導電層
６０に相当する。遮光膜２２は、Ｘ－Ｙ平面では、例えば画素配列に応じて画素を区画す
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る格子状に形成される（後述する図１１Ａ等参照）。
【００４６】
　対向基板２０において、ガラス基板２１上に、遮光膜２２、及びカラーフィルタ２３な
どの層が形成されている。ここで、ガラス基板２１上とは、ガラス基板２１に対してＺ方
向における一方の側としての下側であり、液晶層３０に近い側である。対向基板２０を、
ＣＦ基板ともいう。なお、図４に示す例では、遮光膜２２及びカラーフィルタ２３が同層
に配置されているが、互いに異なる層に配置されていてもよい。また遮光膜２２及びカラ
ーフィルタ２３上であって、液晶層３０に近い側である内面側には、図示しない平坦化層
及び保護層としての機能を有するオーバーコート層などが設けられていてもよい。また、
対向基板２０の前面側には、偏光板の他、静電保護層などが設けられていてもよい。
【００４７】
　本実施の形態１の第２変形例により、実施の形態１と同様に、下電極３２と遮光膜２２
との間の空間における液晶の配向が安定化し、Ｘ－Ｙ平面視において、遮光膜２２付近を
含む領域で、液晶の配向安定性による透過率の向上などの効果が得られる。言い換えれば
、Ｘ－Ｙ平面視において、遮光膜２２が形成された領域、及び、遮光膜２２付近の領域で
、液晶の配向が安定し、透過率が向上するなどの効果が得られる。
【００４８】
　［実施の形態１の第３変形例の液晶パネル］
　図５は、実施の形態１の第３変形例の表示装置の液晶パネル１のＹ－Ｚ断面の概略構造
を示す。なお、本実施の形態１の第３変形例の液晶パネル１は、特に液晶パネル１Ｄと呼
ぶこととする。本実施の形態１の第３変形例の液晶パネル１Ｄは、実施の形態１の液晶パ
ネル１Ａにおいて、導電層６０を静電保護層２５としたものである。静電保護層２５を、
静電防止層などともいう。そして、本実施の形態１の第３変形例の液晶パネル１Ｄでは、
アレイ基板１０側の共通電極ＣＯＭである下電極３２と、対向基板２０側の静電保護層２
５とが、同じ電位になる。
【００４９】
　対向基板２０におけるＺ方向の任意の位置に、静電保護層２５が設けられている。図５
に示す例では特に、対向基板２０の前面側、すなわちガラス基板２１の外面側の位置に、
静電保護層２５が設けられている。静電保護層２５は、液晶パネルの画面における静電気
の帯電を防止する機能、言い換えれば、帯電した静電気を液晶パネルの外部へ放電する機
能を持つ層であり、図２を用いて説明した導電層６０に相当する。なお図５に示す例は、
静電保護機能の専用の層が設けられた例であり、後述の送信側電極及び受信側電極が設け
られた例とは異なる。
【００５０】
　本実施の形態１の第３変形例により、実施の形態１と同様に、下電極３２と静電保護層
２５との間の空間における液晶の配向が安定化し、Ｘ－Ｙ平面視において、静電保護層２
５付近を含む領域で、液晶の配向安定性による透過率の向上などの効果が得られる。言い
換えれば、Ｘ－Ｙ平面視において、静電保護層２５が形成された領域、及び、静電保護層
２５付近の領域で、液晶の配向が安定し、透過率が向上するなどの効果が得られる。
【００５１】
　なお、更に、対向基板２０に、実施の形態１の第２変形例の遮光膜２２及びカラーフィ
ルタ２３等の層と、実施の形態１の第３変形例の静電保護層２５との両方が備えられても
よい。その場合、遮光膜２２と静電保護層２５とのうち一方の層が、他の層と同じ電位に
なるように制御されてもよいし、遮光膜２２と静電保護層２５とのうち両方の層が、互い
に同じ電位になるように制御されてもよい。
【００５２】
　［製造方法］
　液晶パネル１の製造方法は、例えば以下のプロセスとなる。なお、以下では、実施の形
態１の第２変形例、すなわち構成Ａの場合について説明する。
【００５３】
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　アレイ基板１０側の製造工程では、ガラス基板１１に対してＺ方向における一方の側、
すなわちガラス基板１１上に、ゲート線、データ線、及びＴＦＴ部などの層を形成する。
その上に、平坦化層としての機能を持つ絶縁膜を形成する。絶縁膜はポリイミドや酸化シ
リコン等の材料で構成される。絶縁膜上に、ＩＴＯによる共通電極ＣＯＭである下電極３
２の層を、例えば絶縁膜の全面にわたるベタ層として形成する。共通電極ＣＯＭである下
電極３２の上に、全面にわたるベタ層として、誘電体膜３３を形成する。誘電体膜３３は
、平坦化層として形成される。誘電体膜３３は、絶縁性及び保護性を持ち、例えば窒化シ
リコンまたは酸化シリコン等の材料で構成され、プラズマＣＶＤ法などで形成される。誘
電体膜３３の平面上に、ＩＴＯによる画素電極ＰＩＸである上電極３１の層を、開口を持
つパターン層としてフォトエッチング等により形成する。下電極３２の厚さは、例えば１
０～１００ｎｍであり、上電極３１の厚さは、例えば５０～１５０ｎｍであり、誘電体膜
３３の厚さは、例えば１０～１００ｎｍである。画素電極ＰＩＸである上電極３１の上に
、第１のラビング方向に配向処理された第１の配向膜を形成する。第１の配向膜は、ポリ
イミド等の高分子材料にラビング処理などの配向処理を施して形成される。なお、配向処
理として、ラビング処理に限らず、光配向処理などの他の方式の配向処理も適用可能であ
る。
【００５４】
　対向基板２０側の製造工程では、ガラス基板２１上に、カラーフィルタ２３や遮光膜２
２の層を形成し、その上に、平坦化層及び保護層としての機能を持つオーバーコート層な
どを形成する。ここで、ガラス基板２１上とは、ガラス基板２１に対してＺ方向における
一方の側としての下側である。その上に、第２のラビング方向に配向処理された第２の配
向膜を形成する。
【００５５】
　上記アレイ基板１０と対向基板２０とを対向させ、アレイ基板１０と対向基板２０との
間に液晶を注入し、額縁部で封止材により封止することで、液晶層３０を形成する。液晶
パネル１の背面側には、偏光板やバックライトなどが取り付けられ、液晶パネル１の前面
側には、偏光板などが取り付けられる。液晶パネル１の額縁部の電極端には、例えば各ド
ライバの配線が接続される。このようにして、液晶パネル１が製造される。
【００５６】
　［実装構成例（１）］
　図６は、前述の液晶パネル１及びそのドライバ回路などを含む実施の形態１の表示装置
の第１の実装構成例を示す。本第１の実装構成例は、実施の形態１、実施の形態１の第１
変形例、及び実施の形態１の第３変形例で、対向基板２０の外面側に導電層６０が設けら
れる場合に対応している。本第１の実装構成例では、アレイ基板１０側のガラス基板１１
上の下電極３２であるＩＴＯパッド９３の一端と、対向基板２０側のガラス基板２１上の
導電層６０であるＩＴＯ９１の一端とが、液晶パネル１のＸまたはＹ方向における端部領
域で、導電性材料である導電ペースト９２により接続されている。
【００５７】
　前面側のガラス基板２１よりも広い面積を持つ背面側のガラス基板１１の端部に、ＩＴ
Ｏパッド９３が形成されている。図示しない共通電極ＣＯＭである下電極３２が、ＩＴＯ
パッド９３に接続されている。ＩＴＯパッド９３には、図示しないドライバが接続されて
いる。また、対向基板２０側の導電層６０として、ガラス基板２１の外面側にＩＴＯ９１
が形成されている。ＩＴＯ９１の上側に記載された符号１１０１は、対向基板２０の前面
側に備えられた偏光板である。その他の液晶層３０などの要素の図示は、省略されている
。上側のガラス基板２１の端部領域まで延在し露出するＩＴＯ９１の一端部と、下側のガ
ラス基板１１の端部領域まで延在し露出するＩＴＯパッド９３の一端部とに接続されるよ
うに、導電ペースト９２が形成されている。これにより、ＩＴＯ９１とＩＴＯパッド９３
とが導通されている。
【００５８】
　本実装構成により、例えばドライバ側から電圧Ｖ０をＩＴＯパッド９３へ印加すること
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で、ＩＴＯパッド９３から、下電極３２、及び、導電層６０としてのＩＴＯ９１へ、同じ
電圧Ｖ０を印加することができる。言い換えれば、画素表示の際の画素書き込み期間に、
例えば上下電極ドライバ１１３（図１参照）から下電極３２に対して電圧Ｖ０を印加する
と共に、上下電極ドライバ１１３から導電層６０に対して電圧Ｖ０を印加することができ
る。
【００５９】
　［実装構成例（２）］
　図７は、前述の液晶パネル１及びそのドライバ回路などを含む実施の形態１の表示装置
の第２の実装構成例を示す。本第２の実装構成例は、実施の形態１、実施の形態１の第１
変形例、及び実施の形態１の第２変形例で、対向基板２０の内面側に導電層６０が設けら
れる場合に対応している。本第２の実装構成例では、液晶パネル１の額縁部としての領域
ＦＡにおいて、導通部１９１により、下電極３２の一端と導電層６０の一端とが電気的に
接続されている。
【００６０】
　液晶パネル１の額縁部としての領域ＦＡには、アレイ基板１０と対向基板２０とを接続
し、液晶層３０を封止する封止部１９０が設けられている。封止部１９０は、所定の封止
材などで構成される。封止部１９０自体の内部には、アレイ基板１０側の下電極３２の一
端と、対向基板２０側の内面側の導電層６０の一端とを導通させる導通部１９１が設けら
れている。導通部１９１は、ＩＴＯまたは既存の導通粒子などの導電性材料により構成可
能である。なお、ガラス基板１１及び２１に対する液晶層３０の厚さは、実際には小さい
。
【００６１】
　なお、封止部１９０と導通部１９１とを分けて、ＸまたはＹ方向の異なる位置に設けて
もよい。例えば、液晶パネル１の封止部１９０よりも内側の位置、すなわち、ＸまたはＹ
方向で液晶パネル１の内部の位置に、導通部１９１が設けられてもよい。言い換えれば、
平面視において、封止部１９０よりも液晶パネル１の中心側の位置に、導通部１９１が設
けられてもよい。導通部１９１により導通接続された２つの電極である下電極３２及び導
電層６０のうち、例えば下電極３２の一端に対して、ドライバ側から電圧Ｖ０を印加する
ことで、下電極３２と導電層６０とを同じ電位にする。言い換えれば、画素表示の際の画
素書き込み期間に、例えば上下電極ドライバ１１３（図１参照）から下電極３２に対して
電圧Ｖ０を印加すると共に、上下電極ドライバ１１３から導電層６０に対して電圧Ｖ０を
印加する。
【００６２】
　［上電極及び下電極の構成例］
　図８は、実施の形態１及び実施の形態１の第１変形例～第３変形例に適用可能である上
電極３１及び下電極３２の構成例を示す。なお、図８では、ＲＧＢ３画素分の概略形状を
示す。第１のラビング方向Ｒｕｂ、及び、スリットＳが延在する方向、すなわちスリット
Ｓの延在方向は、Ｘ方向と平行である。例えば実施の形態１では構成Ａかつ構成αを採り
、実施の形態１の第１変形例では構成Ｂかつ構成βを採る。
【００６３】
　構成Ａでは、上電極３１を上電極３１Ａと呼び、下電極３２を下電極３２Ａと呼ぶこと
とする。このとき、構成Ａでは、上電極３１Ａが画素電極ＰＩＸであり、下電極３２Ａが
共通電極ＣＯＭである。画素電極ＰＩＸである上電極３１Ａは、画素ごとに形成されてい
る。画素ごとに形成された上電極３１Ａの形状は、矩形形状である。上電極３１Ａには、
複数のスリットＳを含む開口部５０が形成されている。また、上電極３１Ａのうち、例え
ばＹ方向における一方の側の部分に、ＴＦＴ部のドレイン端子と接続される接続部１００
１が設けられている。共通電極ＣＯＭである下電極３２Ａは、複数の画素を含む領域、例
えば画面全面に形成されたベタ層である。また、下電極３２Ａには、画素ごとに形成され
た上電極３１Ａの接続部１００１の位置に対応して、導通孔１００２が画素ごとに形成さ
れている。
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【００６４】
　構成Ｂでは、上電極３１を上電極３１Ｂと呼び、下電極３２を下電極３２Ｂと呼ぶこと
とする。このとき、構成Ｂでは、上電極３１Ｂが共通電極ＣＯＭであり、下電極３２Ｂが
画素電極ＰＩＸである。共通電極ＣＯＭである上電極３１Ｂは、複数の画素を含む領域、
例えば画面全面に形成されたベタ層である。また、上電極３１Ｂには、スリットＳを含む
開口部５０が画素ごとに形成されている。画素電極ＰＩＸである下電極３２Ｂは、画素ご
とに形成されている。下電極３２Ｂの形状は、矩形形状である。また、下電極３２Ｂのう
ち、例えばＹ方向における一方の側の部分に、ＴＦＴ部のドレイン端子と接続される接続
部１００１となる張り出し部が設けられている。
【００６５】
　Ｘ－Ｙ平面における上電極３１及び下電極３２並びに開口部５０の形状として、構成α
は、Ｘ方向に延在するスリットＳによる互い違いの両側櫛歯形状を有し、構成βは、Ｘ方
向に延在するスリットＳによる片側櫛歯形状を有する。
【００６６】
　図９（Ａ）及び図９（Ｂ）は、構成Ａの場合の上電極３１Ａ及び開口部５０の構成例を
１画素分で示す。図９（Ａ）は、構成Ａかつ構成αの場合の画素電極ＰＩＸである上電極
３１Ａを示す。図９（Ｂ）は、構成Ａかつ構成βの場合の画素電極ＰＩＸである上電極３
１Ａを示す。
【００６７】
　図９（Ａ）の画素電極ＰＩＸである上電極３１Ａは、図示のように、開口部５０では、
Ｙ方向の軸となる開口に対してＸ方向の左右の両側に複数のＸ方向のスリットＳが互い違
いに設けられた両側櫛歯形状を有する。Ｙ方向の開口に対して、左右の複数の各スリット
Ｓの一方端側が共通に開口で接続されている。言い換えれば、開口部５０は、連通開口部
５０ａと、複数のスリットＳａと、複数のスリットＳｂと、を含む。連通開口部５０ａは
、Ｙ方向に延在する。複数のスリットＳａは、連通開口部５０ａに対してＸ方向における
一方の側にそれぞれ接続され、Ｘ方向にそれぞれ延在し、かつ、Ｙ方向に配列されている
。複数のスリットＳｂは、連通開口部５０ａに対してＸ方向における他方の側にそれぞれ
接続され、Ｘ方向にそれぞれ延在し、かつ、Ｙ方向に配列されている。そして、開口部５
０は、両側櫛歯形状になっており、スリットＳａとスリットＳｂとは、連通開口部５０ａ
に対して互い違いに接続されている。
【００６８】
　上電極３１Ａの電極部の形状は、矩形の左右の辺のそれぞれから画素内側へ複数のＸ方
向の突出部である櫛歯Ｋが延在する形状である。言い換えれば、上電極３１Ａは、延在部
３１Ｃと、延在部３１Ｄと、複数の櫛歯Ｋａと、複数の櫛歯Ｋｂと、を含む。延在部３１
Ｃは、Ｙ方向に延在する。延在部３１Ｄは、Ｙ方向に延在し、かつ、延在部３１Ｃと対向
する。複数の櫛歯Ｋａは、延在部３１Ｃから延在部３１Ｄに向かってそれぞれ突出し、か
つ、Ｙ方向に配列されている。複数の櫛歯Ｋｂは、延在部３１Ｄから延在部３１Ｃに向か
ってそれぞれ突出し、かつ、Ｙ方向に配列されている。
【００６９】
　また、図９（Ａ）に示す例では、平面視における櫛歯Ｋ及びスリットＳの形状が、台形
である。なお、図９（Ａ）で、Ｙ方向の下側の辺は、上電極３１Ａの電極部により閉じら
れているが、開口としてもよい。言い換えれば、図９（Ａ）に示す例では、上電極３１Ａ
は、Ｘ方向に延在し、延在部３１Ｃの接続部１００１側と反対側の端部と、延在部３１Ｄ
の接続部１００１側と反対側の端部とを接続する延在部３１Ｅを含む。そして、開口部５
０が、開口部５０のうち接続部１００１側と反対側で、上電極３１Ａの外部とは接続され
ていない。しかし、延在部３１Ｅが設けられず、開口部５０が、上電極３１Ａの外部と接
続されてもよい。
【００７０】
　図９（Ｂ）の画素電極ＰＩＸである上電極３１Ａは、図示のように、上電極３１Ａの電
極部では、矩形におけるＸ方向右側のＹ方向に延在する辺に対して左側に複数のＸ方向の
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突出部である櫛歯Ｋが出る片側櫛歯形状を有する。言い換えれば、上電極３１Ａは、延在
部３１Ｄと、複数の櫛歯Ｋと、を含む。延在部３１Ｄは、Ｙ方向に延在する。複数の櫛歯
Ｋは、延在部３１ＤからＸ方向の一方の側にそれぞれ突出し、Ｘ方向にそれぞれ延在し、
かつ、Ｙ方向に配列されている。そして、上電極３１Ａは、片側櫛歯形状になっている。
【００７１】
　また、開口部５０は、Ｘ方向左側のＹ方向に延在する開口に対して右側に複数のＸ方向
のスリットＳが接続された形状を有する。複数の各スリットＳの一方端側が共通に開口さ
れている。言い換えれば、開口部５０は、連通開口部５０ａと、複数のスリットＳと、を
含む。連通開口部５０ａは、Ｙ方向に延在する。複数のスリットＳは、連通開口部５０ａ
に対してＸ方向における他方の側にそれぞれ接続され、Ｘ方向にそれぞれ延在し、かつ、
Ｙ方向に配列されている。そして、開口部５０は、片側櫛歯形状になっている。また、図
９（Ｂ）に示す例では、平面視における櫛歯Ｋ及びスリットＳの形状が、矩形である。
【００７２】
　図９（Ａ）及び図９（Ｂ）で、開口部５０は、画素電極ＰＩＸである上電極３１Ａ及び
共通電極ＣＯＭである下電極３２Ａ（図８参照）の重なりにより形成される画素全体での
開口部である。開口部５０は、Ｘ－Ｙ平面視において、上電極３１Ａの電極部間の領域で
あり、共通電極ＣＯＭである下電極３２Ａの上方に、画素電極ＰＩＸである上電極３１Ａ
が重ならない部分である。なお、開口部５０は、画素領域のうちの表示に有効な領域とい
った意味ではない。スリットＳは、Ｘ方向にそれぞれ延在するスリット、言い換えれば、
開口または間隙などである。Ｙ方向で隣り合う櫛歯Ｋの対により、スリットＳが形成され
ている。
【００７３】
　図１０（Ａ）及び図１０（Ｂ）は、構成Ｂの場合の上電極３１Ｂ及び開口部５０の構成
例を１画素分で示す。図１０（Ａ）は、構成Ｂかつ構成αの場合の共通電極ＣＯＭである
上電極３１Ｂを示す。図１０（Ｂ）は、構成Ｂかつ構成βの場合の共通電極ＣＯＭである
上電極３１Ｂを示す。
【００７４】
　図１０（Ａ）の共通電極ＣＯＭである上電極３１Ｂは、図示のように、開口部５０では
、図９（Ａ）の上電極３１Ａの開口部５０と同様に、互い違いの両側櫛歯形状を有する。
すなわち、開口部５０は、連通開口部５０ａと、複数のスリットＳａと、複数のスリット
Ｓｂと、を含む。連通開口部５０ａは、Ｙ方向に延在する。複数のスリットＳａは、連通
開口部５０ａに対してＸ方向における一方の側にそれぞれ接続され、Ｘ方向にそれぞれ延
在し、かつ、Ｙ方向に配列されている。複数のスリットＳｂは、連通開口部５０ａに対し
てＸ方向における他方の側にそれぞれ接続され、Ｘ方向にそれぞれ延在し、かつ、Ｙ方向
に配列されている。そして、開口部５０は、両側櫛歯形状になっており、スリットＳａと
スリットＳｂとは、連通開口部５０ａに対して互い違いに接続されている。一方、上電極
３１Ｂは、延在部３１Ｃと、延在部３１Ｄと、複数の櫛歯Ｋａと、複数の櫛歯Ｋｂと、を
含む。延在部３１Ｃは、Ｙ方向に延在する。延在部３１Ｄは、Ｙ方向に延在し、かつ、延
在部３１Ｃと対向する。複数の櫛歯Ｋａは、延在部３１Ｃから延在部３１Ｄに向かってそ
れぞれ突出し、かつ、Ｙ方向に配列されている。複数の櫛歯Ｋｂは、延在部３１Ｄから延
在部３１Ｃに向かってそれぞれ突出し、かつ、Ｙ方向に配列されている。
【００７５】
　図１０（Ｂ）の共通電極ＣＯＭである上電極３１Ｂは、図示のように、開口部５０では
、図９（Ｂ）の上電極３１Ａの開口部５０と同様に、片側櫛歯形状を有する。すなわち、
上電極３１Ｂは、延在部３１Ｃと、延在部３１Ｄと、複数の櫛歯Ｋと、を含む。延在部３
１Ｃは、Ｙ方向に延在する。延在部３１Ｄは、Ｙ方向に延在し、かつ、延在部３１Ｃと対
向する。複数の櫛歯Ｋは、延在部３１Ｄから延在部３１Ｃに向かってそれぞれ突出し、Ｘ
方向にそれぞれ延在し、かつ、Ｙ方向に配列されている。そして、上電極３１Ｂは、片側
櫛歯形状になっている。一方、開口部５０は、連通開口部５０ａと、複数のスリットＳと
、を含む。連通開口部５０ａは、延在部３１Ｃの延在部３１Ｄ側に隣接して形成され、Ｙ
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方向に延在する。複数のスリットＳは、連通開口部５０ａに対して延在部３１Ｄ側にそれ
ぞれ接続され、Ｘ方向にそれぞれ延在し、かつ、Ｙ方向に配列されている。そして、開口
部５０は、片側櫛歯形状になっている。
【００７６】
　なお、図１０（Ａ）及び図１０（Ｂ）で、Ｙ方向の上下の辺は、上電極３１Ｂの電極部
により閉じられているが、開口としてもよい。言い換えれば、図１０（Ａ）及び図１０（
Ｂ）に示す例では、上電極３１Ｂは、延在部３１Ｅと、延在部３１Ｆと、を含む。延在部
３１Ｅは、Ｘ方向に延在し、複数の櫛歯Ｋに対してＹ方向における一方の側で、延在部３
１Ｃと延在部３１Ｄとを接続する。延在部３１Ｆは、Ｘ方向に延在し、複数の櫛歯Ｋに対
してＹ方向における他方の側で、延在部３１Ｃと延在部３１Ｄとを接続する。そして、開
口部５０が、Ｙ方向で隣り合う画素に形成された開口部とは接続されていない。しかし、
延在部３１Ｅ及び延在部３１Ｆのうちの一方または両方が設けられず、開口部５０が、Ｙ
方向で隣り合う画素に形成された開口部と接続されてもよい。
【００７７】
　なお実際の櫛歯Ｋ及びスリットＳの数及びサイズなどは、画素設計に応じて調整される
。また、上記形態に限らず、各種の組合せの形態が可能である。例えば、構成αの櫛歯Ｋ
及びスリットＳを矩形にしてもよいし、構成βの櫛歯Ｋ及びスリットＳを台形にしてもよ
い。
【００７８】
　［平面構成例（１）］
　図１１Ａは、実施の形態１の第２変形例等の液晶パネル１に対応した、構成Ａかつ構成
αの場合の画素、すなわちセルのＸ－Ｙ平面における平面構成例を示す。図１１Ａでは、
ＲＧＢ３画素分を示す。アレイ基板１０側のラビング方向である第１のラビング方向Ｒｕ
ｂは、図示のように、スリットＳの延在方向であるＸ方向と平行な方向であり、図示の左
から右への方向である。
【００７９】
　アレイ基板１０側に、Ｘ方向に並行する電極線としての複数のゲート線４１と、Ｙ方向
に並行する電極線としての複数のデータ線４２とが設けられており、それらのゲート線４
１とデータ線４２とが交差することで、複数の画素が区画されている。このような各画素
を、サブ画素ともいう。Ｘ－Ｙ平面視において、画素の形状、すなわち遮光膜２２部分を
除く開口の形状は、縦長の矩形形状であり、Ｙ方向の長さがＸ方向の長さよりも大きい。
このような形状は、画素配列としてＲＧＢストライプ配列に対応した形状である。
【００８０】
　ゲート線４１とデータ線４２とが交差する交差領域の付近にＴＦＴ部４３が配置されて
いる。本例では画素に対して紙面左上側にＴＦＴ部４３が配置されている。ＴＦＴ部４３
は、ＴＦＴ素子を含み、ＴＦＴ素子のソース端子にデータ線４２が接続され、ＴＦＴ素子
のゲート端子にゲート線４１が接続され、ＴＦＴ素子のドレイン端子に画素電極ＰＩＸが
接続されている。
【００８１】
　遮光膜２２は、Ｘ方向に並行する横遮光膜部２２Ａと、Ｙ方向に並行する縦遮光膜部２
２Ｂとを含み、画素を格子状に区画している。横遮光膜部２２Ａは、Ｚ方向から視たとき
に、ゲート線４１及びＴＦＴ部４３に重なって配置されている。縦遮光膜部２２Ｂは、Ｚ
方向から視たときに、データ線４２に重なって配置されている。
【００８２】
　カラーフィルタ２３は、液晶層３０の透過光を色分離する層であり、画素配列に対応し
て、Ｙ方向の画素ラインごとにＲ（赤）、Ｇ（緑）及びＢ（青）のそれぞれに色分けされ
た層であるカラーフィルタ２３ｒ、２３ｇ及び２３ｂで構成される。なお他の画素配列と
して、デルタ配列、ダイアゴナル配列、レクタングル配列なども可能である。また、カラ
ーフィルタ２３の色の種類数は、ＲＧＢの３色に限られず、１色、２色または４色などで
もよい。
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【００８３】
　図１１Ａの画素では、画素電極ＰＩＸである上電極３１は、図９（Ａ）のような互い違
いの両側櫛歯形状の開口部５０を有する。上記画素構成に応じて、例えば実施の形態１の
第２変形例の場合、ベタ層であり、共通電極ＣＯＭである下電極３２と、下電極３２に対
してＺ方向における一方の側、すなわち下電極３２の上方にある格子状の遮光膜２２とを
同じ電位にする。これにより、Ｘ－Ｙ平面において、遮光膜２２が形成された格子状の領
域、及び、遮光膜２２付近の領域で、液晶の配向が安定化する。例えば横遮光膜部２２Ａ
の辺に隣接する画素領域に配置されたスリットＳ等においても、液晶の配向が安定化する
。
【００８４】
　上電極３１と下電極３２との間に電位差が与えられないときの液晶層３０の液晶の配向
状態、すなわち初期配向状態が、高速横電界モードに対応した所定の配向状態となるよう
に、配向膜、すなわち第１及び第２の配向膜に対して、アンチパラレル配向のラビング処
理が施される。アレイ基板１０側の上電極３１及び下電極３２を含む電極層と、液晶層３
０との間の第１の配向膜は、スリットＳの延在方向であるＸ方向と平行な方向である第１
のラビング方向Ｒｕｂにラビング処理される。第１のラビング方向Ｒｕｂは、図示の左か
ら右への方向である。対向基板２０と液晶層３０との間の第２の配向膜は、第１の配向膜
の第１のラビング方向Ｒｕｂとは逆方向である第２のラビング方向にラビング処理される
。液晶層３０の液晶は、例えば負の誘電率異方性を持つネマティック液晶からなる。この
場合、アレイ基板１０側の第１のラビング方向Ｒｕｂは、上記のようにスリットＳの延在
方向であるＸ方向と略平行な方向とする。なお、正の誘電率異方性を持つネマティック液
晶を用いる場合は、第１のラビング方向Ｒｕｂを、上記スリットＳの延在方向であるＸ方
向と略直交する方向とする。なお、第１のラビング方向Ｒｕｂは、スリットＳの延在方向
であるＸ方向と完全に平行な方向または直交する方向に限らなくてよく、Ｘ方向と第１の
ラビング方向Ｒｕｂとのなす角度として、例えば１度などある程度までの角度は許容され
る。
【００８５】
　［平面構成例（２）］
　図１１Ｂは、実施の形態１の第２変形例等の液晶パネル１に対応した、構成Ａかつ構成
βの場合の画素のＸ－Ｙ平面における平面構成例を示す。図１１Ｂの画素では、画素電極
ＰＩＸである上電極３１は、図９（Ｂ）を用いて説明した片側櫛歯形状の開口部５０を有
する。
【００８６】
　上記画素構成に応じて、例えば実施の形態１の第２変形例の場合、共通電極ＣＯＭであ
る下電極３２と、その下電極３２に対してＺ方向における一方の側、すなわち下電極３２
の上方にある格子状の遮光膜２２とを同じ電位にする。これにより、Ｘ－Ｙ平面において
、遮光膜２２が形成された格子状の領域、及び、遮光膜２２付近の領域で、液晶の配向が
安定化する。
【００８７】
　［平面構成例（３）］
　図１１Ｃは、実施の形態１の第１変形例等に対応した、構成Ｂかつ構成αの場合の画素
のＸ－Ｙ平面における平面構成例を示す。図１１Ｃの画素では、共通電極ＣＯＭである上
電極３１は、図１０（Ａ）のような互い違いの両側櫛歯形状の開口部５０を有する。
【００８８】
　上記画素構成に応じて、例えば実施の形態１の第１変形例の場合、共通電極ＣＯＭであ
る上電極３１と、その上電極３１に対してＺ方向における一方の側、すなわち上電極３１
の上方にある格子状の遮光膜２２とを同じ電位にする。これにより、Ｘ－Ｙ平面において
、遮光膜２２が形成された格子状の領域、及び、遮光膜２２付近の領域で、液晶の配向が
安定化する。
【００８９】
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　［平面構成例（４）］
　図１１Ｄは、実施の形態１の第１変形例等に対応した、構成Ｂかつ構成βの場合の画素
のＸ－Ｙ平面における平面構成の例を同様に示す。図１１Ｄの画素では、共通電極ＣＯＭ
である上電極３１は、図１０（Ｂ）のような片側櫛歯形状の開口部５０を有する。
【００９０】
　上記画素構成に応じて、例えば実施の形態１の第１変形例の場合、共通電極ＣＯＭであ
る上電極３１と、その上電極３１に対してＺ方向における一方の側、すなわち上電極３１
の上方にある格子状の遮光膜２２とを同じ電位にする。これにより、Ｘ－Ｙ平面において
、遮光膜２２が形成された格子状の領域、及び、遮光膜２２付近の領域で、液晶の配向が
安定化する。
【００９１】
　［液晶駆動の方式について］
　本実施の形態１及び本実施の形態１の第１変形例～第３変形例のいずれかの液晶パネル
１では、上電極３１及び下電極３２を含む電極層には、図８～図１０及び図１１Ａ～図１
１Ｄに示すように、複数のスリットＳを含む開口部５０が形成されている。スリットＳは
、図８～図１０及び図１１Ａ～図１１Ｄに示すように、画面の水平方向に対応した横方向
、すなわちＸ方向に延在する。この電極層及び開口部５０に対応した液晶駆動の方式であ
る高速横電界モードは、スリットＳの延在方向であるＸ方向に対応したアンチパラレル配
向の配向処理により、高速応答性などを実現する方式である。この高速横電界モードの詳
細については、図１３～図１５を用いて後述する。
【００９２】
　そして、本実施の形態１及び本実施の形態１の第１変形例～第３変形例では、例えば下
電極３２及び導電層６０の２種類の層が同じ電位になるように、液晶表示機能の使用時に
同じ電圧Ｖ０を印加する。これにより、Ｘ－Ｙ平面視において、導電層６０付近を含む領
域で、液晶の配向安定性を向上させることができる。言い換えれば、Ｘ－Ｙ平面視におい
て、導電層６０が形成された領域、及び、導電層６０付近の領域で、液晶の配向を安定さ
せることができる。すなわち、画素表示の際の応答速度を高め、表示品質を向上させるこ
とができる。
【００９３】
　図１２は、上電極３１及び下電極３２、並びに、同じ電位にする下電極３２及び導電層
６０に関する、Ｘ，Ｙ，Ｚ空間での重なり等の配置パターンを示す。以下、当該パターン
に応じた液晶の配向安定性について説明する。パターンｐ１は、Ｚ方向から視たときに、
上電極３１及び下電極３２と、導電層６０とが重なる場合のパターンである。パターンｐ
２は、Ｚ方向から視たときに、下電極３２と導電層６０とが重なる場合のパターンであり
、パターンｐ３は、Ｚ方向から視たときに、上電極３１と導電層６０とが重なる場合のパ
ターンである。符号ｆは、開口部５０及び液晶層３０で発生するフリンジ電界を簡易的に
示す。パターンｐ１、ｐ２及びｐ３を、パターンｐＡと呼ぶこととする。このとき、パタ
ーンｐＡであるパターンｐ１、ｐ２及びｐ３では、それぞれ、同じ電位にする下電極３２
と導電層６０との間の空間において、液晶の配向が安定化する作用及び効果が得られる。
【００９４】
　また、パターンｐ４、ｐ５及びｐ６を、パターンｐＢと呼ぶこととする。このとき、パ
ターンｐＢであるパターンｐ４、ｐ５及びｐ６の各々における上電極３１及び下電極３２
のパターンは、パターンｐＡを構成するパターンｐ１、ｐ２及びｐ３のそれぞれにおける
上電極３１及び下電極３２のパターンと同様である。一方、パターンｐＢは、パターンｐ
Ａと異なり、Ｚ方向から視たときに、上電極３１及び下電極３２と、導電層６０とが直接
には重ならないが、Ｚ方向から視たときに、Ｘ及びＹ方向で、上電極３１及び下電極３２
と、導電層６０とが互いに隣接して存在している場合のパターンである。言い換えれば、
パターンｐＢは、Ｘ－Ｙ平面視において、導電層６０と隣接した領域に上電極３１及び下
電極３２が存在する場合のパターンである。当該パターンｐＢでも、パターンｐＢを構成
するパターンｐ４、ｐ５及びｐ６では、それぞれ、同じ電位にする下電極３２と導電層６
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０との間の空間、すなわち導電層６０付近を含む領域において、液晶の配向が安定化する
作用及び効果が得られる。言い換えれば、導電層６０が形成された領域、及び、導電層６
０付近の領域で、液晶の配向が安定する効果が得られる。
【００９５】
　［高速横電界モード］
　図１３～図１５を用いて、本実施の形態１及び本実施の形態１の第１変形例～第３変形
例の高速横電界モードにおける液晶層３０の液晶配向性などについて説明する。言い換え
れば、図１３～図１５を用いて、本実施の形態１及び本実施の形態１の第１変形例～第３
変形例での、高速横電界モードにおける液晶層３０の液晶の配向状態について説明する。
【００９６】
　図１３は、図８の構成αの場合に対応して、Ｘ－Ｙ平面における画素の電極部及び開口
部５０などの構成例を示す。図１３に示す構成は、上電極３１が共通電極ＣＯＭであり、
下電極３２が画素電極ＰＩＸである場合の構成である。画素電極ＰＩＸである下電極３２
は、画素ごとに設けられた矩形の電極である。共通電極ＣＯＭである上電極３１は、後述
する縦方向電極部５８に対して、Ｘ方向に延在する突出部である複数の櫛歯Ｋが互い違い
に設けられた両側櫛歯形状の電極部を有する。この共通電極ＣＯＭである上電極３１の電
極部間に開口部５０が形成される。開口部５０は、前述同様に、Ｘ方向に延在する複数の
スリットＳを持つ互い違いの両側櫛歯形状を有する。
【００９７】
　Ｘ方向に延在するスリットＳの各々は、所定の長さの長辺、及び所定の幅の短辺を持つ
、例えば矩形状の開口である。画素電極ＰＩＸである下電極３２の面にＺ方向で対向する
平面内に、複数のスリットＳが同一の形状及び延在方向であるＸ方向で並んで配置されて
いる。言い換えれば、複数のスリットＳは、Ｘ方向にそれぞれ延在し、かつ、Ｙ方向に配
列されている。画素ごとの開口部５０は、Ｘ－Ｙ平面視において、画素電極ＰＩＸである
下電極３２が形成された領域のうち、共通電極ＣＯＭである上電極３１が下電極３２に重
なって形成されていない領域に対応する。
【００９８】
　符号５８は、両側櫛歯形状の上電極３１の電極部のうち、縦方向、すなわちＹ方向に延
在する電極部であり、縦方向電極部と称される。櫛歯Ｋａは、櫛歯Ｋのうち、縦方向電極
部５８に対して、Ｘ方向における一方の側へそれぞれ突出し、Ｘ方向にそれぞれ延在し、
かつ、Ｙ方向に配列された突出部である。また、櫛歯Ｋｂは、櫛歯Ｋのうち、縦方向電極
部５８に対して、Ｘ方向における他方の側へそれぞれ突出し、Ｘ方向にそれぞれ延在し、
かつ、Ｙ方向に配列された突出部である。縦方向電極部５８には、Ｘ方向における両側の
複数の櫛歯Ｋａ及びＫｂの一方端が接続されている。上電極３１の形状は、縦方向電極部
５８を中心としてＸ方向における両側に櫛歯Ｋａ及びＫｂが互い違いに突出した両側櫛歯
形状である。Ｙ方向で隣り合う櫛歯Ｋの対により、スリットＳが形成されている。
【００９９】
　符号５７は、開口部５０のうち、縦方向、すなわちＹ方向に延在する連通開口部であり
、縦方向スリットと称される。スリットＳａは、スリットＳのうち、縦方向スリット５７
に対して、Ｘ方向における一方の側に接続され、Ｘ方向に延在するスリットであり、スリ
ットＳｂは、スリットＳのうち、縦方向スリット５７に対して、Ｘ方向における他方の側
に接続され、Ｘ方向に延在するスリットである。縦方向スリット５７に、複数のスリット
Ｓａ及び複数のスリットＳｂが接続されることで、連続的な開口が形成されている。スリ
ットＳａのＸ方向における一方端は、電極部としての上電極３１により閉じられ、スリッ
トＳａのＸ方向における他方端は、縦方向スリット５７に開口、すなわち接続されている
。スリットＳｂのＸ方向における一方端は、縦方向スリット５７に開口、すなわち接続さ
れており、スリットＳｂのＸ方向における他方端は、電極部としての上電極３１により閉
じられている。開口部５０の形状は、縦方向スリット５７を中心としてＸ方向における両
側に、スリットＳａ及びＳｂが互い違いに突出した両側櫛歯形状である。
【０１００】
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　Ｘ方向の位置が同じであり、Ｙ方向に配列された複数のスリットＳの間では、スリット
ＳのＸ方向の両端の位置のそれぞれが揃っており、これらの複数のスリットＳの形状は、
同じ形状である。また、Ｙ方向に配列された複数のスリットＳは、Ｙ方向で一定のピッチ
で並んでいる。言い換えれば、Ｙ方向に配列された複数のスリットＳは、Ｙ方向に等間隔
で配列されている。また、縦方向スリット５７を境に、その左右のＸ方向で隣り合う列の
スリットＳ群同士は、複数のスリットＳがＹ方向で互い違いにずれて配置されている。言
い換えれば、スリットＳａとスリットＳｂとは、縦方向スリット５７に対して、互い違い
にずれて接続されている。そして、このずれの大きさは、例えばスリットＳのＹ方向のピ
ッチの１／２である。この互い違いの形状は、上電極３１の電極部についても同様である
。すなわち、櫛歯Ｋａと櫛歯Ｋｂとは、縦方向電極部５８に対して、互い違いにずれて接
続されている。上記上電極３１の電極部における互い違いの両側櫛歯形状は、言い換えれ
ば、櫛歯Ｋが千鳥状に配置された形状である。また、開口部５０における互い違いの両側
櫛歯形状は、言い換えれば、スリットＳが千鳥状に配置された形状である。
【０１０１】
　上記電極部としての上電極３１及び開口部５０の構成に対応して、高速横電界モードの
液晶表示装置を構成するため、配向膜としての第１及び第２の配向膜は、アンチパラレル
配向のラビング処理が施される。すなわち、アレイ基板１０側の第１の配向膜における第
１のラビング方向Ｒｕｂは、Ｘ方向に延在するスリットＳと概略平行な方向、すなわち図
示の左から右への方向であり、対向基板２０側の第２の配向膜における第２のラビング方
向は、第１のラビング方向Ｒｕｂに対する逆方向、すなわち図示の右から左への方向であ
る。
【０１０２】
　また図１３中、符号Ｆ１及びＦ２の各々は、Ｘ方向に延在するスリットＳを構成する電
極の両側辺部のそれぞれの領域を示す。また、領域Ｆ１における液晶配向性は、領域Ｆ２
における液晶配向性と異なる。実線で囲まれ、一方の側辺部を示す領域Ｆ１は、基板面内
、すなわちＸ－Ｙ面内における液晶分子の回転方向が右回りとなる領域であり、破線で囲
まれ、他方の側辺部を示す領域Ｆ２は、液晶分子の回転方向がその逆の左回りになる領域
である。開口部５０は、互い違いの両側櫛歯形状を有する。また、各スリットＳは、幅方
向、すなわちＹ方向で対向する長辺の対を有し、その一方の側の長辺の近傍の領域が、領
域Ｆ１であり、他方の側の長辺の近傍の領域が、領域Ｆ２である。開口部５０の縦方向ス
リット５７を介してＸ方向で隣り合うスリットＳの列同士、すなわちスリットＳａの列と
及びスリットＳｂの列との間でみると、互い違いにずれた配置により、左右のスリットＳ
、すなわちスリットＳａとスリットＳｂとでは、領域Ｆ１及びＦ２のうち同じ回転方向の
領域同士が近くに配置されている。
【０１０３】
　すなわち領域Ｆ１及びＦ２のうち同じ種類の領域は、Ｘ方向の概略同じラインに並んで
いる。言い換えれば、２種類の領域Ｆ１及びＦ２のうち同じ種類の領域は、Ｘ方向に延在
する同一直線上に、Ｘ方向で互いに隣り合うように、整列している。Ｙ方向では２種類の
領域である領域Ｆ１と領域Ｆ２とが交互に並んでいる。言い換えれば、領域Ｆ１と領域Ｆ
２とは、Ｙ方向に交互に配列されている。このように、画面内で、同じ液晶配向性の領域
、すなわち領域Ｆ１及びＦ２のうちの同じ種類の領域がＸ方向ライン上で揃うように整列
しているので、液晶の配向安定性が高くなる。言い換えれば、平面視において、領域Ｆ１
及びＦ２のうち同じ液晶配向性を有する領域が、Ｘ方向に延在する同一直線上に、Ｘ方向
で互いに隣り合うように、整列しているので、液晶の配向安定性が高くなる。
【０１０４】
　なお、図１３で、Ｌ０は、スリットＳａ及びＳｂの、縦方向スリット５７の幅を含む、
合計の長さである。Ｌ１及びＬ２の各々は、左右のスリットＳとしてのスリットＳａ及び
Ｓｂのそれぞれの長さである。言い換えれば、長さＬ０は、スリットＳａのＸ方向の長さ
Ｌ１と、縦方向スリット５７のＸ方向の幅と、スリットＳｂのＸ方向の長さＬ２との合計
の長さである。スリットＳａの長さＬ１及びスリットＳｂの長さＬ２の各々は、例えば１
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０～６０μｍであり、また、液晶分子の回転方向を安定させる観点から、長さＬ１及びＬ
２の各々を４０μｍ未満とすることが、好適である。スリットＳａの幅及びスリットＳｂ
の幅の各々は、例えば２～５μｍであり、スリットＳａのピッチ及びスリットＳｂのピッ
チの各々は、例えば４～１０μｍである。応答速度を高める場合、これらの幅及びピッチ
はより小さい方が好ましい。また、スリットＳａの長さＬ１を０にすれば、開口部５０は
、構成βのような片側櫛歯形状を有する。
【０１０５】
　また、図１３では、開口部５０の形状を、開口部５０が画素ごとに閉じずにＹ方向の画
素ラインにわたり連続的に開口した形状とした場合を示しているが、開口部５０の形状を
、開口部５０が画素ごとに閉じた形状としてもよい。また、開口部５０の形状を、例えば
各スリットＳの開口が島状に独立した形状など、縦方向スリット５７が設けられない形状
とすることも可能である。しかし、縦方向スリット５７が設けられることで、液晶パネル
１をより容易に製造することができる。
【０１０６】
　図１４は、図１３の一部を拡大した図であって、上記２種類の回転方向の液晶配向性の
領域Ｆ１及びＦ２における液晶分子の回転のイメージを示す。図１４の（ａ）は、電圧オ
フ時、すなわち初期配向状態における回転のイメージを示し、図１４の（ｂ）は、電圧オ
ン時における回転のイメージを示す。なお、図１４では、電圧オフ時を電圧ＯＦＦと表記
し、電圧オン時を電圧ＯＮと表記する。符号７０１は液晶分子のイメージを示す。図示の
ように、領域Ｆ１及びＦ２は、スリットＳを構成する電極の両側辺部を含む近傍領域、す
なわち、スリットＳａ及びＳｂの幅方向であるＹ方向で対向する長辺を中心とする近傍領
域を示す。例えば縦方向スリット５７に対してＸ方向における一方の側に接続されたスリ
ットＳａは、Ｙ方向における一方の側の長辺ａ１、及び、Ｙ方向における他方の側の長辺
ａ２を有する。また、そのスリットＳａに対してＸ方向における一方の側に配置された突
出部としての櫛歯Ｋａは、Ｙ方向における一方の側の長辺ａ３、及び、Ｙ方向における他
方の側の長辺ａ４を有する。そしてＸ方向で長辺ａ１及びａ３は、概略同じライン上に並
び、Ｘ方向で長辺ａ２及びａ４は、概略同じライン上に並ぶ。言い換えれば、長辺ａ１及
びａ３は、Ｘ方向に延在する同一直線上に、整列している。
【０１０７】
　スリットＳのＸ方向における一方端は、電極部としての上電極３１で閉じられ、スリッ
トＳのＸ方向における他方端は、縦方向スリット５７に接続されている。スリットＳの幅
方向であるＹ方向で対向する例えば長辺ａ１等の各長辺は、一方端側が上電極３１の電極
部に閉じられた角部を形成し、他方端側が縦方向スリット５７に開かれた角部を形成する
。１つのスリットＳの２つの長辺は、縦方向スリット５７との交点に２つの角部を形成す
る。これらの角部は、電界制御部としての機能、すなわち液晶配向ないし回転方向を安定
化させる機能を持つ。これら電界制御部としての角部は、各スリットＳの例えば長辺ａ１
等の長辺における閉じた側の角部から開口された側の角部までの線の近傍領域、例えば領
域Ｆ１において、液晶分子の回転方向を例えば右回りなど同じにし、配向を安定化する。
すなわち、Ｘ方向ライン上に並ぶ長辺ａ１及びａ３のそれぞれの近傍領域である領域Ｆ１
において、液晶分子の回転方向が同じになり、配向が安定化する。一方、長辺ａ１とＹ方
向で隣り合う長辺ａ２の近傍領域である領域Ｆ２では、液晶分子の回転方向が、例えば左
回りなどとなり、Ｙ方向で長辺ａ２と隣り合う長辺ａ１の近傍領域である領域Ｆ１におけ
る回転方向に対して逆の回転方向となる。そして、そのような領域Ｆ２がＸ方向ライン上
に並び、配向が安定化する。上記のように、縦方向スリット５７を含む互い違いの両側櫛
歯形状の開口部５０において、各スリットＳに電界制御部としての角部が設けられること
により、画素の液晶の配向安定性が高くなる。
【０１０８】
　スリットＳのＸ方向における一方端は、電極部としての上電極３１で閉じられ、スリッ
トＳのＸ方向における他方端は、縦方向スリット５７に接続されている。Ｘ方向に延在す
る同一直線上に整列した長辺ａ１及びａ３のそれぞれの近傍領域である領域Ｆ１において
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、液晶分子の回転方向が例えば右回りなど同じになり、液晶の配向が安定する。一方、長
辺ａ１とＹ方向で隣り合う長辺ａ２の近傍領域である領域Ｆ２において、液晶分子の回転
方向は、例えば左回りなどとなり、Ｙ方向で長辺ａ２と隣り合う長辺ａ１の近傍領域であ
る領域Ｆ１における液晶分子の回転方向に対して逆の回転方向となる。そして、そのよう
な領域Ｆ２がＸ方向に延在する同一直線上に整列し、液晶の配向が安定する。
【０１０９】
　図１４の（ａ）の電圧オフ状態では、第１のラビング方向Ｒｕｂに対応して、液晶層３
０の液晶は、スリットＳの対向する長辺の領域Ｆ１及びＦ２において、各液晶分子の長軸
が同一のＸ方向に沿うように配向している。上電極３１及び下電極３２に対する電圧の印
加により、開口部５０を含む上電極３１及び下電極３２の電極層上でフリンジ電界が発生
し、発生したフリンジ電界により、（ａ）の状態が図１４の（ｂ）の状態へ遷移する。こ
の際、液晶層３０の液晶分子は、各スリットＳの対向する２つの長辺のうち、一方の側の
長辺の近傍領域である領域Ｆ１と、他方の側の長辺の近傍領域である領域Ｆ２との間で、
互いに逆の回転方向で回転、すなわちツイストしながら、液晶分子の長軸がＺ方向に沿う
ように、立ち上がる。なお、スリットＳの対向する２つの長辺の中間の領域では、上記液
晶分子の回転方向として、右回りと左回りとが混在する。
【０１１０】
　そして図１４の（ｂ）の電圧オン状態では、各スリットＳの対向する２つの長辺のうち
、一方の側の長辺ａ１及びａ３の近傍領域である領域Ｆ１における液晶分子の回転状態が
、Ｘ方向に延在する同一直線上で概略揃う。また、各スリットＳの対向する２つの長辺の
うち、他方の側の長辺ａ２及びａ４の近傍領域である領域Ｆ２における液晶分子の回転状
態が、Ｘ方向に延在する同一直線上で概略揃う。上記のように、開口部５０を含む上電極
３１及び下電極３２の電極層上で、液晶層３０の液晶分子は、２種類の回転方向の領域で
ある領域Ｆ１と領域Ｆ２とに分けられた形で、配向が制御される。よって、上電極３１及
び下電極３２に電圧を印加した時の応答速度が高くなる。
【０１１１】
　図１５は、図１３のＡ１－Ａ２断面での液晶の配向状態を示す。図１５の（ａ）は、電
圧オフ時、すなわち初期配向状態における液晶の配向状態を示し、図１５の（ｂ）は、電
圧オン時における液晶の配向状態を示す。なお、図１５では、電圧オフ時を電圧ＯＦＦと
表記し、電圧オン時を電圧ＯＮと表記する。図１５の（ａ）では、アレイ基板１０側の第
１のラビング方向Ｒｕｂ、すなわち図示の左から右への方向との間で、所定のプレチルト
角を形成するプレチルト方向８００に沿うように、液晶分子が配向している。液晶分子の
うち、第１のラビング方向Ｒｕｂの進行方向側、すなわち図示の右側に対応した一方端の
Ｚ方向の位置が、図示の左側に対応した他方端のＺ方向の位置に比べ、Ｚ方向における一
方の側、すなわち図示の上側になる。図１５の（ａ）の状態から図１５の（ｂ）の状態へ
遷移する際、液晶分子は、図１４のようにＸ－Ｙ面内で回転しながら、液晶分子の長軸が
Ｚ方向に沿うように、立ち上がる。図１５の（ｂ）で、ａ線は縦方向スリット５７（図１
４参照）の位置に対応する。ａ線から図示の右側の領域８０１では、プレチルト方向８０
０に対応した正の方向に液晶が立ち上がり、ａ線から図示の左側の領域８０２では、逆の
方向に液晶が立ち上がる。すなわち、図示の左側の領域８０２の方が、図示の右側の領域
８０１よりも液晶分子が立ち上がりにくく、応答性が不利である。
【０１１２】
　そこで特に、アンチパラレル配向の場合、開口部５０においてスリットＳａの長さＬ１
及びスリットＳｂの長さＬ２（図１３参照）の各々を変えてＬ１＜Ｌ２とし、長さＬ１を
有する部分であるスリットＳａの割合を低減させる。これにより、図示の左側の領域８０
２における応答性の不利を低減できるので、上電極３１及び下電極３２に電圧を印加した
時の応答速度を高くすることができる。
【０１１３】
　上記図１３～図１５のように、本実施の形態１の液晶パネルは、開口部５０における、
Ｘ方向に延在するスリットＳを持つ互い違いの両側櫛歯形状などの構造に対応して、スリ
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ットＳの延在方向であるＸ方向と平行な方向にアンチパラレル配向のラビング処理を施し
た高速横電界モードの液晶パネルである。本方式では、上電極３１及び下電極３２に電圧
を印加した時、開口部５０のＸ方向に延在するスリットＳの幅方向であるＹ方向で対向す
る２つの長辺のうち、一方の側の長辺及び他方の側の長辺の近傍領域としての領域Ｆ１及
びＦ２において、液晶分子が互いに逆方向に回転しながらＺ方向に立ち上がるように配向
する。この高速横電界モードにより、上電極３１及び下電極３２に電圧を印加した時の画
素の応答速度が速く、すなわち応答時間が短くなり、表示品質が高くなる。
【０１１４】
　＜実施の形態２＞
　実施の形態１では、本願発明者が見出した技術を、液晶表示装置及び電子機器に適用し
た場合について説明した。それに対して、実施の形態２では、本願発明者が見出した技術
を、液晶タッチセンサ付き液晶表示装置及び電子機器に適用した場合について説明する。
【０１１５】
　［タッチセンサの原理］
　初めに、タッチセンサの原理について説明する。図１６は、実施の形態２の液晶タッチ
パネル２（後述する図１７参照）に適用可能な、静電容量型で相互容量方式のタッチセン
サＴＳの原理を示す。図１６の（ａ）は、タッチセンサＴＳの構造を示す。図１６の（ｂ
）は、図１６の（ａ）の等価回路を示す。図１６の（ｃ）は、図１６の（ａ）のタッチセ
ンサＴＳによるタッチ検出の際の信号、すなわち電圧の例を示す。図１６の（ａ）で、タ
ッチセンサＴＳは、誘電体ＤＥを挟んで対向配置されたタッチ駆動電極Ｅ１とタッチ検出
電極Ｅ２とを有し、それらによりタッチ検出用の容量Ｃ１が形成される。なお、タッチ駆
動電極Ｅ１は、送信側電極７１（後述する図１８参照）に対応し、タッチ検出電極Ｅ２は
、受信側電極７２（後述する図１８参照）に対応する。タッチセンサＴＳは、タッチ検出
電極Ｅ２側の面における、指などの導電体Ｍの近接またはタッチによる容量Ｃ１の変化を
利用して、タッチ有無状態、すなわちオンまたはオフのいずれかの状態を検出する。
【０１１６】
　図１６の（ｂ）の容量Ｃ１の一端のタッチ駆動電極Ｅ１側は、交流信号源ＡＳに接続さ
れ、他端のタッチ検出電極Ｅ２側の点ｐは、抵抗Ｒを介して接地されると共に、電圧検出
器ＤＥＴに接続される。タッチセンサＴＳを動作させる際、交流信号源ＡＳからタッチ駆
動電極Ｅ１に対して図１６の（ｃ）の入力信号ｓ１が印加される。入力信号ｓ１は、タッ
チ駆動信号である。入力信号ｓ１が印加されたとき、タッチセンサＴＳの容量Ｃ１を介し
て電流Ｉ１が流れ、タッチ検出電極Ｅ２側の電圧検出器ＤＥＴで、図１６の（ｃ）の出力
信号ｓ２が検出される。
【０１１７】
　図１６の（ｃ）で、入力信号ｓ１は、所定の周波数の交流矩形波による電圧である。出
力信号ｓ２は、タッチ無し時、すなわちオフ時は、電圧Ｖ１であり、タッチ有り時、すな
わちオン時は、電圧Ｖ２のように変化する。上記タッチ無し時は、導電体Ｍがタッチセン
サＴＳの前面側のタッチ検出電極Ｅ２に近接及びタッチしていない状態を示し、上記タッ
チ有り時は、導電体ＭがタッチセンサＴＳの前面側のタッチ検出電極Ｅ２に近接またはタ
ッチした状態を指す。上記タッチ無し時、すなわちＯＦＦ時には、入力信号ｓ１が印加さ
れている間、容量Ｃ１に対する充放電に伴い、容量Ｃ１の値に応じた電流Ｉ１が流れ、電
圧検出器ＤＥＴで検出される電圧は、図１６の（ｃ）の出力信号ｓ２の電圧Ｖ１になる。
なお、図１６では、オン時をＯＮと表記し、オフ時をＯＦＦと表記している。
【０１１８】
　上記タッチ有り時、すなわちオン時には、導電体Ｍによる容量Ｃ２が容量Ｃ１に対して
直列に追加接続される。この状態では、容量Ｃ１及びＣ２の各々に対する充放電に伴い、
容量Ｃ１及びＣ２のそれぞれの値に応じた電流Ｉ１及びＩ２のそれぞれが流れ、電圧検出
器ＤＥＴで検出される電圧は、図１６の（ｃ）の出力信号ｓ２の電圧Ｖ２になる。上記タ
ッチ有り時、すなわちオン時のタッチ検出電極Ｅ２側の点ｐの電位は、容量Ｃ１及びＣ２
のそれぞれの値に応じた電流Ｉ１及びＩ２のそれぞれの値により定まる分圧の電位となる
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。つまり、タッチ有り時、すなわちオン時の電圧Ｖ２は、タッチ無し時、すなわちオフ時
の電圧Ｖ１よりも小さくなる。電圧検出器ＤＥＴに対応するタッチ検出用の駆動回路は、
上記出力信号ｓ２の電圧Ｖ１及びＶ２を閾値電圧Ｖthと比較し、例えば電圧Ｖ２が閾値電
圧Ｖthよりも小さい場合、タッチ有り状態、すなわちオン状態として検出する。すなわち
、出力信号ｓ２は、タッチ検出信号である。あるいは、電圧検出器ＤＥＴに対応するタッ
チ検出用の駆動回路は、電圧Ｖ１から電圧Ｖ２への変化量を、閾値電圧とは別の閾値と比
較することで、タッチ有無状態を検出する。
【０１１９】
　なお、本実施の形態２の液晶タッチパネル２（後述する図１７参照）は、上記静電容量
式で相互容量方式のタッチパネルに限らず、導電層となる送信側電極及び受信側電極を用
いる方式であれば適用可能である。
【０１２０】
　［電子機器及び液晶表示装置］
　図１７は、実施の形態２の表示装置である、液晶タッチパネルモジュールとしてのタッ
チセンサ付き液晶表示装置３００、及びタッチセンサ付き液晶表示装置３００を搭載した
電子機器２００のブロック構成を示す。すなわち、本実施の形態２の電子機器２００は、
液晶タッチパネルモジュールとしてのタッチセンサ付き液晶表示装置３００を備えている
。
【０１２１】
　タッチセンサ付き液晶表示装置３００は、液晶タッチパネル２を有する。また、タッチ
センサ付き液晶表示装置３００は、主駆動制御を行うコントローラとしての液晶タッチパ
ネルドライバ１０２と、液晶タッチパネル２の各電極線の駆動回路であるドライバとして
のゲートドライバ１１１、データドライバ１１２、上下電極ドライバ１１３及びタッチパ
ネル電極ドライバ１１４を有する。
【０１２２】
　液晶タッチパネルドライバ１０２は、制御部２０１からの制御指示情報としての制御信
号及びデータに基づき、液晶表示機能の制御及びタッチパネル機能の制御を行う。なお、
これらの機能を分離して別のドライバで実装して連携する形態などとしてもよい。液晶タ
ッチパネルドライバ１０２は、液晶表示機能による映像表示の制御の際には、ゲートドラ
イバ１１１、データドライバ１１２及び上下電極ドライバ１１３の各ドライバに対して、
対応する制御指示情報としての制御信号及びデータを与える。また、液晶タッチパネルド
ライバ１０２は、タッチパネル機能の制御の際には、タッチパネル電極ドライバ１１４に
対して、制御指示情報としての制御信号及びデータなどを与え、タッチパネル電極ドライ
バ１１４から前述のタッチ検出信号による情報を受け取る。
【０１２３】
　タッチパネル電極ドライバ１１４は、液晶タッチパネルドライバ１０２からの制御に従
い、液晶タッチパネル２の送信側電極７１及び受信側電極７２（後述する図１８参照）を
駆動する。タッチパネル電極ドライバ１１４は、送信側電極７１に対してタッチ駆動信号
である入力信号ｓ１を入力し、それに対して受信側電極７２から、導電体Ｍ（図１６参照
）の近接またはタッチに応じた出力信号ｓ２を、タッチ検出信号として検出する。そして
、タッチパネル電極ドライバ１１４は、例えば、出力信号ｓ２をもとに、画面のタッチパ
ネル機能層におけるタッチ検出単位ＴＵ（後述する図１８参照）におけるタッチ有無の判
定及びタッチ検出位置の計算などを行う。タッチパネル電極ドライバ１１４は、その判定
及び計算の結果の情報、例えばタッチ有無及びタッチ検出位置の情報を、液晶タッチパネ
ルドライバ１０２へ出力する。そして、液晶タッチパネルドライバ１０２から制御部２０
１へ、タッチ検出位置などの情報が応答される。なお、上記タッチ検出位置の計算などを
、液晶タッチパネルドライバ１０２や制御部２０１で行うこともできる。
【０１２４】
　［タッチセンサ構成例（１）］
　図１８は、後述する実施の形態２及び実施の形態２の第１変形例の液晶タッチパネルに
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対応した、タッチパネル機能を構成するためのタッチセンサの第１の構成例を示す。すな
わち、図１８は、実施の形態２のタッチセンサ付き液晶表示装置に備えられたタッチセン
サの第１の構成例を示す。符号８０は、タッチセンサの機能層を示す。符号ＴＵは、送信
側電極７１及び受信側電極７２により構成されるタッチ検出単位を示す。機能層８０にお
いて、背面側には、Ｘ方向にそれぞれ延在し、かつ、Ｙ方向に配列された複数の送信側電
極７１が設けられ、前面側には、Ｙ方向にそれぞれ延在し、かつ、Ｘ方向に配列された複
数の受信側電極７２が設けられている。平面視において、送信側電極７１と受信側電極７
２とが交差する交差領域が、タッチ検出単位ＴＵとなる。平面視において、例えば複数の
画素が、１つの送信側電極７１が形成された領域内に配置されている。また、平面視にお
いて、例えば複数の画素が、１つの受信側電極７２が形成された領域内に配置されている
。
【０１２５】
　タッチパネル機能を用いたタッチ検出時には、タッチ駆動信号である入力信号ｓ１が、
タッチパネル電極ドライバ１１４（図１７参照）から複数の送信側電極７１の各々に対し
て順次入力され、複数の送信側電極７１のそれぞれが、順次走査駆動される。これに対し
、複数の受信側電極７２からタッチ検出信号となる出力信号ｓ２が出力され、出力された
出力信号ｓ２がタッチパネル電極ドライバ１１４で検出される。タッチパネル電極ドライ
バ１１４は、出力信号ｓ２に基づく公知の計算処理により、導電体Ｍの近接またはタッチ
に応じたタッチ有無及びタッチ位置を検出可能である。
【０１２６】
　［タッチセンサ構成例（２）］
　図１９は、後述する実施の形態２及び実施の形態２の第１変形例の液晶タッチパネルに
対応した、タッチパネル機能を構成するためのタッチセンサの第２の構成例を示す。すな
わち、図１９は、実施の形態２のタッチセンサ付き液晶表示装置に備えられたタッチセン
サの第２の構成例を示す。図１９に示す第２の構成例では、送信側電極７１は、複数の画
素が形成された領域を含む領域、例えば画面全体の領域に形成されたベタ層で構成されて
いる。受信側電極７２は、行列状に配置されている。平面視において、例えば１つの受信
側電極７２が形成された領域内に、複数の画素が、Ｘ及びＹ方向に行列状に配置されてい
る。平面視において、送信側電極７１に受信側電極７２が重なる領域が、タッチ検出単位
ＴＵとなる。
【０１２７】
　なお送信側電極７１は各画素に対応させて設けてもよいし、複数の画素を一ブロックと
して、各ブロックに送信側電極７１を対応させてもよい。
【０１２８】
　タッチパネル機能を用いたタッチ検出時には、タッチ駆動信号である入力信号ｓ１が、
タッチパネル電極ドライバ１１４（図１７参照）から送信側電極７１に対して入力される
。これに対し、複数の受信側電極７２から接続線を通じてタッチ検出信号となる出力信号
ｓ２が出力され、出力された出力信号ｓ２がタッチパネル電極ドライバ１１４で検出され
る。タッチパネル電極ドライバ１１４は、第１の構成例と同様に、出力信号ｓ２からタッ
チ位置などを検出可能である。
【０１２９】
　［実施の形態２の液晶タッチパネル］
　図２０は、実施の形態２の表示装置であるタッチセンサ付き液晶表示装置の液晶タッチ
パネル２の断面の概略構造を示す。実施の形態２の液晶タッチパネル２は、実施の形態１
の液晶パネル１Ａ（図２参照）において、対向基板２０側に、静電容量型で相互容量方式
のタッチパネル機能またはタッチセンサ機能を構成する送信側電極７１及び受信側電極７
２が設けられた液晶タッチパネル２である。なお、本実施の形態２の液晶タッチパネル２
を、特に液晶タッチパネル２Ａと呼ぶこととする。そして、実施の形態２の液晶タッチパ
ネル２Ａでは、アレイ基板１０側の共通電極ＣＯＭである下電極３２と、対向基板２０側
の送信側電極７１とが、同じ電位になる。つまり、本実施の形態２の液晶タッチパネル２
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Ａでは、実施の形態１の液晶パネル１Ａにおける導電層６０（図２参照）と同様の導電層
として、送信側電極７１が設けられている。
【０１３０】
　なお、送信側電極７１及び受信側電極７２によるタッチセンサの構成例は、図１８及び
図１９に示した構成例とすることができる。また、液晶タッチパネル２を備えたタッチセ
ンサ付き液晶表示装置の構成は、図１７に示した構成とすることができる。さらに、送信
側電極７１及び受信側電極７２を含む液晶タッチパネル２の駆動制御例を、後述する図２
２に示す。
【０１３１】
　上電極３１及び下電極３２、並びに、送信側電極７１及び受信側電極７２は、ＩＴＯな
どの透明電極により構成される。実施の形態２では、対向基板２０に含まれるガラス基板
２１の内面側に、送信側電極７１の層が設けられ、対向基板２０に含まれるガラス基板２
１の外面側に、受信側電極７２の層が設けられている。そして、送信側電極７１の層と、
下電極３２の層とを、同じ電位にする。
【０１３２】
　送信側電極７１及び受信側電極７２は、タッチセンサ機能を構成する要素であり、送信
側電極７１及び受信側電極７２は、送信側電極７１と受信側電極７２との間に、図示する
容量Ｃを構成する。タッチセンサは、対向基板２０の前面側の受信側電極７２の面におけ
る、指などの導電体Ｍの近接またはタッチによる容量Ｃの変化を利用して、タッチ有無状
態などを検出する。なお、タッチ有りの状態をオン状態とし、タッチ無しの状態をオフ状
態とする。
【０１３３】
　また、送信側電極７１及び受信側電極７２は、タッチセンサ機能だけでなく、実施の形
態１の第３変形例で図５を用いて説明したような静電保護層としての機能を併せ持つ。す
なわち、送信側電極７１及び受信側電極７２により、パネル画面、言い換えれば、対向基
板２０の前面側で帯電した静電気を、送信側電極７１または受信側電極７２を通じて液晶
タッチパネル２の外部、すなわちドライバ側またはグランドへ放電することができる。
【０１３４】
　画像表示時において、下電極３２と送信側電極７１とが、同じ電位になる。また送信側
電極７１及び受信側電極７２によりタッチパネル機能が実現されるので、送信側電極７１
の使用時、すなわち送信側電極７１に対してタッチ駆動信号が印加されている間は、下電
極３２と送信側電極７１とを同じ電位に維持する必要は無い。
【０１３５】
　なお、更に、本実施の形態２の液晶タッチパネル２Ａに加え、対向基板２０側に、実施
の形態１の第２変形例で説明した遮光膜２２またはカラーフィルタ２３等を追加すること
ができる。この場合、実施の形態１の第２変形例と同様に、同じ電位にする２種類の層に
、遮光膜２２が含まれてもよい。
【０１３６】
　また、本実施の形態２における他の形態として、下電極３２と受信側電極７２とが、同
じ電位になるようにしてもよい。また、実施の形態２における更に他の形態として、下電
極３２と、送信側電極７１及び受信側電極７２の両方とが、同じ電位になるようにしても
よい。
【０１３７】
　また、本実施の形態２では、送信側電極７１及び受信側電極７２を液晶パネルの対向基
板２０内に実装した、いわゆるインセル型の構成が示されている。一方、実施の形態２の
他の例として、対向基板２０の前面側に、送信側電極及び受信側電極によるタッチパネル
機能層を接着などで外付けしてもよい。その場合も、そのタッチパネル機能層における送
信側電極または受信側電極を、同じ電位になる２種類の層の一方とすることができる。
【０１３８】
　本実施の形態２の液晶タッチパネル２Ａにより、液晶表示機能の使用時、すなわち画面
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への画像表示時における、下電極３２と送信側電極７１との間の空間における液晶の配向
が安定化し、Ｘ－Ｙ平面視において、送信側電極７１付近を含む領域で、液晶の配向安定
性による透過率の向上などの効果が得られる。言い換えれば、Ｘ－Ｙ平面視において、送
信側電極７１が形成された領域、及び、送信側電極７１付近の領域で、液晶の配向が安定
し、透過率が向上するなどの効果が得られる。
【０１３９】
　［実施の形態２の第１変形例の液晶タッチパネル］
　図２１は、実施の形態２の第１変形例の表示装置であるタッチセンサ付き液晶表示装置
の液晶タッチパネル２の断面の概略構造を示す。なお、本実施の形態２の第１変形例の液
晶タッチパネル２は、特に液晶タッチパネル２Ｂと呼ぶこととする。本実施の形態２の第
１変形例の液晶タッチパネル２Ｂは、実施の形態２と同様に、タッチパネル機能またはタ
ッチセンサ機能を構成する送信側電極７１及び受信側電極７２を備えるが、一方の送信側
電極７１がアレイ基板１０側に設けられ、他方の受信側電極７２が対向基板２０側に設け
られている。そして、本実施の形態２の第１変形例の液晶タッチパネル２Ｂでは、アレイ
基板１０側の共通電極ＣＯＭである下電極３２と、対向基板２０側の受信側電極７２とが
、同じ電位になる。つまり、本実施の形態２の第１変形例の液晶タッチパネル２Ｂでは、
実施の形態１の液晶パネル１Ａにおける導電層６０（図２参照）と同様の導電層として、
受信側電極７２が設けられている。
【０１４０】
　アレイ基板１０において送信側電極７１が設けられるＺ方向の位置は任意である。すな
わち、アレイ基板１０側の送信側電極７１は、Ｚ方向において任意の位置に設けられるこ
とができる。本実施の形態２の第１変形例では、アレイ基板１０の上電極３１及び下電極
３２を含む電極層のうち共通電極ＣＯＭである下電極３２と、送信側電極７１とを共通化
して機能的に兼用している。そして、本実施の形態２の第１変形例の液晶タッチパネル２
Ｂでは、所定の期間に、共通電極ＣＯＭ及び送信側電極７１としての下電極３２と、受信
側電極７２とが、同じ電位になる。
【０１４１】
　対向基板２０において受信側電極７２が設けられるＺ方向の位置は任意である。すなわ
ち、対向基板２０側の受信側電極７２は、Ｚ方向において任意の位置に設けられることが
できる。本実施の形態２の第１変形例では、対向基板２０の前面側、すなわちガラス基板
２１上の外面側に、受信側電極７２の層が設けられている。本実施の形態２の第１変形例
における他の形態として、対向基板２０に含まれるガラス基板２１の内面側に、受信側電
極７２の層が設けられていてもよい。
【０１４２】
　また、本実施の形態２の第１変形例の更に他の形態として、対向基板２０側に送信側電
極７１が設けられ、アレイ基板１０側に受信側電極７２が設けられてもよい。この場合は
、下電極３２と対向基板２０の送信側電極７１とが、同じ電位になる。
【０１４３】
　アレイ基板１０側に設けられた共通電極ＣＯＭである下電極３２は、共通電圧による駆
動制御が可能なように、少なくとも下電極３２の一部を送信側電極７１と共通化した構造
である。例えば共通電極ＣＯＭである下電極３２は、図１９に示したタッチセンサの第２
の構成例のように、下電極３２をベタ層として送信側電極７１と共通化する。言い換えれ
ば、下電極３２の一層に、共通電極ＣＯＭとしての機能と、送信側電極７１としての機能
とを、共通化する。そしてドライバ側から、液晶表示機能の使用時には、当該共通化され
た層に対して、下電極３２制御用の信号、すなわち電圧を供給し、タッチセンサ機能の使
用時には、当該共通化された層に対して、タッチ駆動信号を供給する。なお、本実施の形
態２の第１変形例として、図１８に示したタッチセンサの第１の構成例を用いることもで
きる。
【０１４４】
　本実施の形態２の第１変形例の液晶タッチパネル２Ｂにより、実施の形態２と同様に、
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液晶表示機能の使用時に、下電極３２と受信側電極７２との間の空間における液晶の配向
が安定化し、Ｘ－Ｙ平面視において、受信側電極７２付近を含む領域で、液晶の配向安定
性による透過率の向上などの効果が得られる。言い換えれば、Ｘ－Ｙ平面視において、受
信側電極７２が形成された領域、及び、受信側電極７２付近の領域で、液晶の配向が安定
し、透過率が向上するなどの効果が得られる。
【０１４５】
　［製造方法］
　実施の形態２における液晶タッチパネル２の製造方法は、送信側電極７１及び受信側電
極７２を形成する点を除き、実施の形態１で説明した液晶パネル１の製造方法と同様にす
ることができる。
【０１４６】
　［実装構成例］
　実施の形態２及び実施の形態２の第１変形例の、送信側電極及び受信側電極を有する液
晶タッチパネル２を含む表示装置の実装構成例は、実施の形態１で図６及び図７を用いて
説明した第１の実装構成例及び第２の実装構成例のいずれかと同様にすることができる。
【０１４７】
　図６を用いて説明した第１の実装構成例と同様の実装構成例は、実施の形態２の第１変
形例で、対向基板２０の外面側に、導電層６０と同様の導電層である受信側電極７２が設
けられる場合に対応している。第１の実装構成例と同様の実装構成例では、アレイ基板１
０側のガラス基板１１上の下電極３２であるＩＴＯパッド９３の一端と、対向基板２０側
のガラス基板２１上の導電層、すなわち受信側電極７２であるＩＴＯ９１の一端とが、液
晶タッチパネルのＸまたはＹ方向における端部領域で、導電ペースト９２により接続され
る。
【０１４８】
　一方、図７を用いて説明した第２の実装構成例と同様の実装構成例は、実施の形態２で
、対向基板２０の内面側に、導電層６０と同様の導電層である送信側電極７１が設けられ
る場合に対応している。第２の実装構成例と同様の実装構成例では、液晶タッチパネルの
額縁部としての領域ＦＡにおいて、導通部１９１により、下電極３２の一端と、導電層、
すなわち送信側電極７１の一端とが、電気的に接続されている。
【０１４９】
　［上電極及び下電極の構成例］
　実施の形態２及び実施の形態２の第１変形例に適用可能な上電極３１及び下電極３２に
関する構成例は、実施の形態１で図８～図１０を用いて説明した構成例のいずれかと同様
にすることができる。
【０１５０】
　［平面構成例］
　実施の形態２及び実施の形態２の第１変形例では、画素のＸ－Ｙ平面における平面構成
例は、実施の形態１で図１１Ａ～図１１Ｄを用いて説明した平面構成例のいずれかと同様
にすることができる。
【０１５１】
　［駆動制御例］
　実施の形態２及び実施の形態２の第１変形例では、液晶表示機能とタッチパネル機能を
有するが、以下の駆動制御例に示すように、例えば時分割で液晶表示機能とタッチパネル
機能とを制御する。液晶表示機能の使用時、すなわち画像表示時に、前述の例えば下電極
３２と送信側電極７１とに同じ電圧Ｖ０を印加する。タッチパネル機能の使用時には公知
のタッチ検出処理を行う。
【０１５２】
　図２２は、実施の形態２及び実施の形態２の第１変形例のタッチセンサ付き液晶表示装
置での、ドライバ側から液晶タッチパネル２に対する駆動制御例を示す図である。図２２
は、液晶タッチパネル２に対する駆動制御例としての駆動波形のタイミングを示す。図２
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２では、図１７のドライバ構成に対応した駆動制御例を示す。本駆動制御例では、フレー
ム期間は、画素書き込み期間とタッチ検出期間とに分けられ、液晶表示機能とタッチセン
サ機能を時分割で駆動する。図２２の（ａ）～（ｇ）は、各電極線に印加される信号すな
わち電圧を示す。なお、各期間における駆動周波数は適宜設計可能である。例えば、画素
書き込み期間における駆動周波数を６０Ｈｚとし、それに対しタッチ検出期間における駆
動周波数を、画素書き込み期間における駆動周波数の２倍である１２０Ｈｚとする。この
場合、１回の画像表示に対して２回の割合でタッチ検出が行われる。またフレーム期間に
おける画素書き込み期間とタッチ検出期間の順は逆にしてもよい。
【０１５３】
　またフレーム期間中に画素書き込み期間とタッチ検出期間が複数あってもよい。例えば
、フレーム期間の一水平期間に画素書き込み期間及びタッチ検出期間が一回ずつあっても
よい。
【０１５４】
　図２２の（ａ）は、フレーム期間を規定するＨＳＹＮＣ信号を示す。図２２の（ｂ）は
、ゲートドライバ１１１（図１７参照）からゲート線４１への走査信号を示す。図２２の
（ｃ）は、データドライバ１１２（図１７参照）からデータ線４２へのデータ信号を示す
。図２２の（ｄ）は、構成Ａの場合の画素電極ＰＩＸである上電極３１へ、上下電極ドラ
イバ１１３（図１７参照）から印加される画素電圧Ｖpixを含む信号を示す。図２２の（
ｅ）は、構成Ａの場合の共通電極ＣＯＭである下電極３２へ、上下電極ドライバ１１３か
ら印加される共通電圧Ｖcomを含む信号を示す。図２２の（ｆ）は、タッチパネル電極ド
ライバ１１４（図１７参照）から送信側電極７１に対して印加される電圧を含む信号を示
す。図２２の（ｇ）は、タッチパネル電極ドライバ１１４から受信側電極７２に対して印
加される電圧、及び、受信側電極７２からタッチパネル電極ドライバ１１４へ出力、すな
わち検出される信号を示す。
【０１５５】
　画素書き込み期間、すなわち液晶表示機能による画像表示時において、図２２の（ｄ）
に示すように、画素電極ＰＩＸである上電極３１に対して、画素の透過率に応じて、液晶
層３０にフリンジ電界を発生させて液晶の配向を制御するための所定の画素電圧Ｖpix（
図示は省略）が印加される。
【０１５６】
　また、図２２の（ｅ）及び図２２の（ｆ）に示すように、前述の共通電極ＣＯＭである
下電極３２及び送信側電極７１に対して、共通電圧Ｖcomとして、前述の同じ電圧Ｖ０が
印加される。これにより、画素書き込み期間において、下電極３２と送信側電極７１とが
同じ電位になるように制御され、液晶の配向安定性を高める。また、受信側電極７２に対
しても、例えば下電極３２及び送信側電極７１と同様に、共通電圧Ｖcomが印加される。
【０１５７】
　タッチ検出期間において、すなわちタッチパネル機能によるタッチ検出時においては、
図２２の（ｆ）では、タッチパネル電極ドライバ１１４から送信側電極７１に対してタッ
チ駆動信号である入力信号ｓ１が入力される。それに対して図２２の（ｇ）では、タッチ
検出信号となる出力信号ｓ２が出力、すなわち検出される。図２２の（ｆ）の入力信号ｓ
１に対応して、図２２の（ｄ）及び図２２の（ｅ）でも、入力信号ｓ１と同様の波形、す
なわち電位になる。
【０１５８】
　［液晶駆動の方式について］
　本実施の形態２及び本実施の形態２の第１変形例のいずれかの液晶タッチパネル２では
、上電極３１及び下電極３２を含む電極層には、実施の形態１で図８～図１０及び図１１
Ａ～図１１Ｄを用いて説明したのと同様に、複数のスリットＳを含む開口部５０が形成さ
れている。スリットＳは、実施の形態１で図７～図９及び図１１Ａ～図１１Ｄを用いて説
明したのと同様に、画面の水平方向に対応した横方向、すなわちＸ方向に延在する。この
電極層及び開口部５０に対応した液晶駆動の方式である高速横電界モードは、スリットＳ
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の延在方向であるＸ方向に対応したアンチパラレル配向の配向処理により、高速応答性な
どを実現する方式である。この高速横電界モードについては、後述するものの、実施の形
態１で図１３～図１５を用いて説明した高速横電界モードと同様である。
【０１５９】
　本実施の形態２及び本実施の形態２の第１変形例では、上記電極層及び開口部５０によ
る高速横電界モードの液晶表示機能に加え、更にタッチパネル機能を追加することで、液
晶タッチパネル２が構成される。このような場合、液晶層の液晶の配向安定性に関する課
題が生じる。すなわち、液晶パネルに対してどのように送信側電極７１及び受信側電極７
２などを構成し、どのように当該送信側電極７１及び受信側電極７２を駆動制御すれば、
液晶表示機能の液晶の配向安定性などを良好にすることができるか、といった課題がある
。
【０１６０】
　そこで、本実施の形態２及び本実施の形態２の第１変形例の液晶タッチパネル２では、
タッチパネル機能を構成する送信側電極７１及び受信側電極７２も含めた２種類の層であ
る、例えば下電極３２と送信側電極７１とが同じ電位になるように制御される。これによ
り、液晶層３０の液晶の配向を安定化することができる。そして、タッチパネル機能を実
現すると共に、液晶表示機能の使用時の画素表示の際の応答速度などを高め、表示品質を
高めることができる。言い換えれば、液晶パネルに送信側電極７１及び受信側電極７２に
よるタッチパネル機能を追加することによる、表示品質の低下などを防止または低減する
ことができる。
【０１６１】
　［高速横電界モード］
　本実施の形態２及び本実施の形態２の第１変形例での、高速横電界モードにおける液晶
層３０の液晶の配向状態は、実施の形態１で図１３～図１５を用いて説明した高速横電界
モードにおける液晶層３０の液晶の配向状態と同様である。したがって、本実施の形態２
及び本実施の形態２の第１変形例においても、実施の形態１と同様に、この高速横電界モ
ードにより、上電極３１及び下電極３２に電圧を印加した時の画素の応答速度が速くなり
、表示品質が高くなる。
【０１６２】
　＜効果等＞
　以上説明したように、各実施の形態の液晶表示装置によれば、視野角の広さや開口率の
高さ等に加え、従来のＦＦＳモードなどに比べて、応答速度や表示品質などを向上するこ
とができる。すなわち、各実施の形態の液晶表示装置によれば、高速横電界モードの液晶
表示装置を提供できる。言い換えれば、各実施の形態の液晶表示装置によれば、画素及び
画面における液晶の配向安定性を向上させることができ、応答速度あるいは明るさ等を向
上させることができ、表示品質などを向上させることができる。
【０１６３】
　以上、本発明者によってなされた発明を実施の形態に基づき具体的に説明したが、本発
明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可
能であることは言うまでもない。例えば上電極３１及び下電極３２による開口部５０の形
状などに関して以下のような各種の変形例が可能である。
【０１６４】
　（１）　スリットＳ及び櫛歯の形状は、矩形、台形及び三角形などの各種の形状とする
ことが可能である。例えば櫛歯Ｋの台形の上辺の幅を０として三角形としてもよい。
【０１６５】
　（２）　構成αで、Ｙ方向に延在する縦方向スリット５７に対してＸ方向における両側
のスリットＳは、縦方向スリット５７に対して、Ｙ方向で互い違いに配置されなくてもよ
く、Ｙ方向の同じ位置に配置されてもよい。すなわち、Ｙ方向に延在する縦方向電極部５
８の両側の櫛歯Ｋは、縦方向電極部５８に対して、Ｙ方向で互い違いに配置されなくても
よく、Ｙ方向の同じ位置に配置されてもよい。また、互い違いにずれて配置される場合の
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、Ｙ方向に延在する縦方向スリット５７に対してＸ方向における両側のスリットＳの長さ
だけでなく、スリットＳのＹ方向の幅及びピッチ等を異ならせてもよい。すなわち、Ｙ方
向に延在する縦方向電極部５８に対してＸ方向における両側の櫛歯Ｋの長さだけでなく、
櫛歯ＫのＹ方向の幅及びピッチ等を異ならせてもよい。
【０１６６】
　（３）　開口部５０のスリットＳは、スリットＳが延在する方向が、平面視において、
Ｘ方向に対して、例えば５度など所定の角度傾斜するように、設けられてもよい。また、
延在する方向がＸ方向に対して傾斜する角度が互いに異なる２種類以上のスリットＳが、
画素内に混在するように、設けられてもよい。
【０１６７】
　（４）　なお本明細書においては、一貫して画素電極ＰＩＸを上電極３１、共通電極Ｃ
ＯＭを下電極３２として説明してきたが、画素電極ＰＩＸ及び共通電極ＣＯＭの上下関係
はこれに限定されない。共通電極ＣＯＭが絶縁膜を介して、画素電極ＰＩＸ上に形成され
ていてもよい。
【０１６８】
　（５）　また、共通電極ＣＯＭと導電層６０は、必ずしも同電位でなくてもよい。ただ
し、（４）に示すように、共通電極ＣＯＭが画素電極ＰＩＸ上に形成される場合において
は、共通電極ＣＯＭと導電層６０が異なる電位であることがより好ましい。
【産業上の利用可能性】
【０１６９】
　本発明は、液晶タッチパネル等を含む液晶表示装置などに利用可能である。
【符号の説明】
【０１７０】
　１…液晶パネル、２…液晶タッチパネル、１０…アレイ基板、１１，２１…ガラス基板
、２０…対向基板、２２…遮光膜、２２Ａ…横遮光膜部、２２Ｂ…縦遮光膜部、２３…カ
ラーフィルタ、３０…液晶層、３１…上電極、３２…下電極、３３…誘電体膜、４１…ゲ
ート線、４２…データ線、４３…ＴＦＴ部、５０…開口部、１００…液晶表示装置、２０
０…電子機器、３００…タッチセンサ付き液晶表示装置。
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摘要(译)

本显示装置包括液晶面板，该液晶面板在阵列基板和面对基板之间具有液晶层。阵列基板具有电极层，该电极层具有在Z方向上彼
此面对的上电极和下电极，并且在上电极和下电极中形成包括沿X方向延伸的多个狭缝的开口。液晶层设置在电极层上，在每个狭
缝的宽度方向上彼此面对的开口的一侧和另一侧的附近区域中的液晶分子被定向为彼此相反地旋转，并且面对基板具有导电层。
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